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技術 と 国際 開発 の 未来 の た め の シ ナリ オ 


『 


ジュ ディ ス ・ ロ ディ ン か ら の 手紙 
ワッ ク フ ェ ラー 妹 の 今 長 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 は 、 機 会 を 拡大 し 、 社 会 、 経 済 、 健 康 、 環 境 の 課題 に 対す る 回 復 力 を 強化 する 活動 を 
支援 し て いま す 。 1913 年 以来 、 人 類 の 「 幸 福 を 促進 する 」 と いう 先駆 的 な 屯 善 活動 を 確認 し て いま す 。 私 
た ち は 、 革 新 的 な プロ セス に 高い 価値 を 置き 、 ア イデ ア を 求め る 新しい 方 法 を 奨励 し 、 サ イロ を 解消 し 、 
学際 的 な 思考 を 奨励 する 、 相 乗 的 で 戦略 的 な アプ ロー チ を 採用 し て いま す 。 


戦略 ツー ルキ ッ ト の 重要 で 斬新 な コン ポー ネン ト の 1 つ は 、 シ ナリ オプ ラン ニン グ で す 。 こ れ は 、 特 定 の 一 連 の 課 
題 と 機会 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 要因 に 基づい て 、 将 来 に つい て の 物語 を 作成 する プロ セス で す 。 シ ナリ オ 
プラ ン ニ ング は 、 慈 善 活動 で 使用 し て 、 独 自 の 介入 を 特定 し 、 重 大 な 影響 を 与え る 可能 性 の ある 重要 な 決定 を シ 
ミュ レー ト し て リハ ー サ ル し 、 こ れ ま で 発見 され て いな か っ た 接続 と 交差 の 領域 を 強調 する 大 き な 可 能 性 を 秘め 
て いる と 考え て いま す 。 最 も 重要 な こと は 、 私 た ち が す で に 知っ て いる こと で は な く 、 私 た ち が 知 ら な いこ と に 
集中 する の に 役立つ 方 法論 的 構造 を 提供 する こと に よっ て 、 シ ナリ オプ ラン ニン グ は 私 た ち が よ り 効 果 的 に 影響 
を 達成 する こと を 可能 に し ます 。 


最初 の シナ リオ プラ ン ニ ング 演習 の 結果 は 、 次 の ペー ジ に 示す よう に 、 テ クノ ロジ ー の 役割 と グロ ー バ 
リゼ ーション の 将来 に つい て の 挑発 的 で 魅力 的 な 調査 を 示し て いま す 。 こ の レポ ー ト は 、 私 た ちの 世界 
が 進化 する 可能 性 の ある 複数 の 多様 な 方 法 を 創造 的 に 検討 する こと に 関心 の ある 人 に と っ て 重要 な 読み 
物 で す 。 こ れ ら の 物語 を 鼓舞 する 洞察 の 火花 は 、 慈 善 活動 全体 へ の 影響 と と も に 、 助 成 対象 者 の 代表 者 
、 外 部 の 専門 家 、 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 の スタ ッ フ の 貴重 な コラ ボレー ショ ン を 通じ て 生み 出さ れ ま し た 
。Peter Schwartz、Andrew Blau、 そ し て Global Business Network の チー ム 全 体 に 、 こ の 刺激 的 で 活気 
に 満ち た プロ セス を 案内 し て くれ た こと に 特に 感謝 し ます 。 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 で この 取り 組み を 主導 し て いる の は 、 新 た な リス ク と 機会 を 分 析 し 、 私 た ちの 周り 
の 複雑 で 急速 に 変化 する 世界 に どの よう に 対応 する か に つい て 想像 力 を 働か せ て 考え る 研究 ユニ ッ ト で 
す 。 こ の 外向 き の イ ン テ リ ジェ ンス 機能 は 、 知 識 を 統合 お よび 統合 する 横断 的 マイ ンド セッ ト を 採用 し 
て お り 、 よ り 迅 速 か つ 効 果 的 に 行動 する 能力 を 加速 し ます 。 ま た 、 世 界 中 の 貧し く 脆 弱 な 人 々 の 生活 を 
改善 する た め に 前 向き な ツー ル や 手法 を 適用 する こと に 取り 組ん で いる 「 貧 し い 人 々 の 先見 性 」 の 概念 
を 形 作 り 、 構 築 す る の に も 役立ち まし た 。 


この 出版 物 が 、 私 の 同僚 と 私 が シナ リオ プラ ン ニ ング を 使用 し て 堅 中 な 戦略 を 開発 し 、 将 来 の 可能 性 に つい て 
新鮮 な 視点 を 提供 する と いう 約束 に と て も 興奮 し て いる 理由 を 正確 に 明らか に する こと を 願っ て いま す 。 フ ィ 
ー ド バッ ク を お 待ち し て お り ま す 。 
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ピー ター シュ ワル ツ か ら の 手紙 


クワ ー ノ ルビ ジネス ネッ 人 ム ワー ク の 夫 局 食 脱 考 大 会 長 


私 た ち は 、 チ ャ ンス に 満ち た 歴史 の 瞬間 に いま す 。 テ クノ ロジ ー は 、 世 界 中 の 何 百 万 も の 人 々 、 特 に 家 
族 や コミ ュ ニ ティ に 持続 可能 な 改善 を も た ら す こと が で きる ツー ル に ほとん ど ま た は まっ た く ア クセ ス 
で き な か っ た 人 々 の 生活 を 変え る 準備 が で き て いま す 。 携帯 電話 を 使用 し て 作物 を 売買 する 農家 か ら 、 
農村 部 で の イン フル エン ザ の 発生 を 遠隔 監視 お よび 治療 する 医師 まで 、 テ クノ ロジ ー は 開発 の ペー ス と 
進歩 に ます ます 不可 欠 に な っ て いま す 。 


慈 善 活動 に は 、 こ の プロ セス で 果たす べき ユニ ー ク で 重要 な 役割 が あり ます 。 そ の 忍耐 力 、 資 本 、 そ し て 
技術 と 国際 開発 の 間 の リン ク に 注意 を 向け る こと に よっ て 、 慈 善 活動 は 生活 だ け で な く 、 慈 善 活動 の 分 野 
が 運営 され て いる 状況 その も の を 変え る で し ょ う 。 こ の レポ ー ト は 、 そ の 方 向 へ の 最初 の ステ ッ プ を 表し 
て いま す 。 テ クノ ロジ ー と 開発 の 将来 に つい て 、4 つ の 非常 に 異な る 、 し か し 非常 に 可能 性 の ある シナ リ 
オ を 調査 し 、 今 後 の 課題 と 機会 明らか に し ます 。 そ れ は 、 特 に 発展 途上 国 に お いて 、 成 長 、 機 会 、 お よ 
び 回 復 力 を 促進 する た め の テ クノ ロジ ー の 使用 を 加速 また は 阻害 する 複雑 な 力 と ダイ ナミ クス の より 深い 
理解 を 促進 し ます 。 最 後に 、 主 要 な パブ リッ ク 、 プ ライ ベー ト 、 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 が シナ リオ プラ ン ニ ング を 使用 し て テク ノロ ジー と 国際 開発 を 探求 する こと は 、 刺 激 を 受 
け 、 野 心 的 で す 。 シ ナリ オプ ラン ナー と し て の 40 年 以上 の キャ リア を 通じ て 、 私 は 世界 を リー ド す る 多く の 企 
業 、 政 府 、 財 団 、 非 営利 団体 と 協力 し て きま し た 。 そ し て 、 こ の アプ ロー チ の 有力 を 直接 知っ て いま す 。 シ ナリ 
オプ ラン ニン グ は 、 将 来 が 予測 不可 能 で あり 、 多 く の 相 互 作 用 する 変数 に よっ て 形作ら れる た め 、 強 力 な ツー 
ル で す 。 シ ナリ オ に より 、 こ れ ら の カカ が 相互 作用 する 可能 性 の ある さま ざま な 方 法 に つい て 創造 的 か つ 厳 密 に 
考え る こと が で き 、 同 時 に 、 私 た ち が 何 を し て いる の か に つい て の 私 た ち 自 身 の 仮定 に 挑戦 する こと が で きま 
す 。 


未来 が そう な る と 信じ る か 希望 し ます 。 シ ナリ オ は 、 複 数 の 視点 を 取り 入れ て 織り 合わ せ 、 重 要 な 変更 が 発 
生 し た と き に それ を 見 つけ て 理解 する た め の 継 続 的 な フレ ー ム ワー ク を 提供 し ます 。 お そら く 最 も 重要 な こ 
と は 、 シ ナリ オ は 私 た ち に 新しい 共有 言語 を 提供 し 、 未 来 と それ を 形作る の を どの よう に 助け る こと が で き 
る か に つい て の 会 話 を 深め ます 。 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 は 、 テ クノ ロジ ー と 開発 の 関係 を 明確 に し 、 前 進 さ せる 機会 と し て 、 こ の プロ ジェ ク 
ト を すでに 利用 し て いま す 。 イ ンタ ビュ ー と シナ リオ ワー クシ ョ ッ プ を 通じ て 、 さ ま ざ ま な 地域 、 分 野 、 
セク ター の さま ざま な 人 々 と 関わ り 、 変 化 を 推進 する 主要 な 力 を 特定 し 、 最 も 重大 な 不 確 実 性 を 探り 、 挑 
戦 的 で あり な が ら も っ と も らし い シ ナリ オ と 影響 を 開発 し まし た 。 彼ら は 、 テ クノ ロジ ー が 実際 に 多く の 
人 生 の 歩み か ら 人 々 の 生活 を どの よう に 変え る こと が で きる か を 想像 する た め に 、 テ クノ ロジ ー の 革新 と 
普及 の 理論 モデ ル を は る か に 超え て 考え を 広げ まし た 。 こ れ は 、 今 後 の 技術 と 国際 開発 の 可能 性 を 形 作 り 
続け る 重要 な 会 話 の 始ま り に すぎ ませ ん 。 
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何 十 年 も の 間 、 テ クノ ロジ ー は 先進 国 の 個人 の 生活 だ け で な く 、 発 展 途 
上 国 全 体 の 人 々 の 生活 と 生活 を 劇 的 に 変化 させ て きま し た 。 そ れ が 地域 


の 携帯 電話 、 ソ ー ラ ー パ ネル 、 新 し い 農 業 慣行 、 ま た は 最 先端 の 医療 機 


器 で ある か どう か に か か わら ず 、 テ クノ ロジ ー は 、 可 能 性 が か つて 不足 


し て いた 場所 で 可能 性 の 風景 を 変え て いま す 。 


それ で も 将来 を 見 据え て 、 テ クノ ロジ ー が どの よう に 形 
作り に 役立つ の か 、 あ る い は 





革命 を 起こ す 一 発展 途上 国 で の 生活 。 多 く の 可 能 性 が あり 、 良 
いも の と そう で な いも の 、 既 知 の も の と 未知 の も の が あり ます 
。 確 か に 、 テ クノ ロジ ー と 国際 開発 が 今後 20 年 以降 に どの よう 
に 相互 作用 し 、 絡 み 合 うか に つい て 私 た ち が 予 測 で きる と 私 た 
ち が 考 える すべ て の も の に つい て 、 私 た ち が ま だ 想像 する こと 
さえ で き な い ほど 多く の も の が あり ます 。 


慈善 活動 だ け で な く 他 の 人 に も 
組織 に と っ て 、 こ れ に は 固有 の 課題 が あり ます 。 将 来 が どの よう に 展開 
する か に つい て の 不 確 実 性 を 考え る と 、 改 善 す る テク ノロ ジー を 特定 す 





る だ け で な く 、 ど の よう に 最善 の 位置 を 占め る こと が で きる で し ょ うか 


o 


貧し い コ ミュ ニテ ィ の 生活 だ け で な く 、 出 現す る コミ ュ ニ ティ の 拡 
大 と 普及 を 支援 する た め に も ? そし て 、 将 来 の 社会 的 、 技 術 的 、 経 
済 的 、 環 境 的 、 政 治 的 条件 は 、 私 た ち が そ うす る 能力 を どの よう に 
可能 に し 、 阻 害する の で し ょ うか ? 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 は 、 テ クノ ロジ ー が 将来 の 国際 開発 に 影 
響 を 与え る 多く の 方 法 を 理解 する た め に 、 ま ず 、 可 能 性 の 範 
囲 に つい て の 個人 お よび 集団 の 理解 を 広げ 、 深 め る 必要 が あ 
る と 考え て いま す 。 こ の レポ ー ト 、 お よび それ が 基づい て い 
る プロ ジェ クト は 、 そ れ を 行う た め の 1 つ の 試み で す 。 そ の 中 
で 、 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 と グロ ー バ ルビ ジネス ネッ トワ ー ク 
( GBN ) が 実施 し た 1 年 間 の プロ ジェ クト か ら の 成果 と 洞察 
を 共有 し ます 。 


GBN が 長年 の リー ダー で ある 方 法論 で ある シナ リオ プラ ン ニ 
ング を 通じ て 、 国 際 開 発 に お ける テク ノロ ジー の 役割 を 探り 
ます 。 


この レポ ー ト は 、 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 が 新た な 先見 の 明 の ある 
分 野 で 成長 し て いる 一 連 の 作業 に 基づい て いま す 。2009 年 、 
代替 未来 研究 所 は レポ ー ト を 発表 し まし た スマ ー ム グロー ノ ザ ノ 
ゼーション の 発 易 逆 ・ 禄 し いり 人 る の 和 盛 発 導 会 の 奴 送 と た 、 
ロッ ク フ ェ ラー 財団 の 支援 を 受け て 。 そ の 努力 は 、 革 新 的 な 
プロ セス を 探求 し 、 世 界 の 貧し い 人 々 を 助け る こと を 目的 と し 
た 洞穴 の た め の 新しい 道 を 受け 入れ る と いう 財団 の 強い コミ ッ 
トメ ント を 反映 し た も の で し た 。 こ の 報告 書 に より 、 財 団 は 、 
今回 は シナ リオ プラ ン ニ ング の レン ズ を 通し て 、 貧 し い 人 々 の 
先見 性 の 分 野 を 前 進 さ せる た め の さ ら な る 一 歩 を 踏み 出し まし 
た 。 


な ぜ シ ナリ オ な の か ? 


この プロ ジェ クト の 目標 は 、 何 が すでに 知ら れ て いて 、 何 に つい て 知っ て い 
る か を 確認 する こと で は あり ませ ん で し た 

技術 と 開発 の 交差 点 で 今 起 こっ て いま す 。 む し ろ 、 将 来 、 
テク ノロ ジー と 開発 が 共進 化す る 可能 性 の ある 多く の 方 法 
を 探求 する こと で し た 。 


ゝ 0ouri0 
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次 に 、 こ れ ら の 可能 な 代替 パス が 世界 の 貧し く 脆弱 な 人 
々 に 何 を 意味 する の か を 調べ 始め ます 。 こ の よう な 演習 
で は 、 プ ロジ ェクト 参加 者 は 、 現 状 を は る か に 超え て 、 
未知 の 領域 に 自分 の 考え を 押し 進め る 必要 が あり まし た 


o 


シナ リオ プラ ン ニ ング は 、 ま さ に この 創造 的 な プロ セス を 通じ 
て グル ー プ や 個人 を 導く の に 役立つ よう に 設計 され た 方 法論 で 
す 。 こ の プロ セス は 、 世 界 の 変化 の 力 を 特定 する こと か ら 始 ま 
り 、 次 に それ ら の 力 を さま ざま な 方 法 で 組み 合わ せ て 、 未 来 が 
どの よう に 進化 する か に つい て の 一 連 の 多様 な スト ー リ ー ま た 
は シナ リオ を 作成 し ます 。 シ ナリ オ は 、 将 来 が 持つ 可能 性 の あ 
る 機会 と 障害 の 両方 に つい て の 考え を 広げ る よう に 設計 され て 
いま す 。 彼ら は 、 物 語 を 通し て 、 し ば し ば 驚く べき 方 法 で 、 現 
在 の 傾向 を 変え た た り 、 抑 制 し た り 、 高 め た りす る か も し れ な い 
出来 事 や ダイ ナミ クス を 探求 し ます 。 一緒 に 、 一 連 の シナ リオ 
は 、 良 いも の と 悪い も の 、 期 待 さ れる も の と 驚く べき も の な ど 
、 さ ま ざ ま な 将来 の 可能 性 を 捉え ます が 、 常 に も っ と も らし い 
も の で す 。 重要 な の は 、 シ ナリ オ は 予測 で は な いと いう こと で 
す 。 む し ろ 、 そ れ ら は 私 た ち が か 想像 し 、 そ し て リハ ー サ ル す る 
こと を 可能 に する 思慮 深い 仮説 で す 、 


私 た ち 自 身 の 先物 。 
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ー 
ら 


な ぜ テ クノ ロジ ー な の か ? 


テク ノロ ジー は 、 和 気候 変動 、 ヘ ルス ケア 、 農 業 か ら 住 宅 、 輸 
送 、 教 育 に 至る まで 、 幅 広い 開発 課題 に 取り 組む 上 で 、 ポ ジ 
ティ ブ な 方 法 と ネガ ティ ブ な 方 法 の 両方 で 潜在 的 に 変革 を も 
た ら す 役割 果たし て いる た め 、 こ の プロ ジェ クト の 焦点 と 
し て 選ば れ ま し た 。 テ クノ ロジ ー が 今後 も 発展 途上 国 全体 の 
変化 の 原動力 で あり 続け る こと は 疑い の 余地 が あり ませ ん が 
、 テ クノ ロジ ーー イノベーション が 進む 正確 な 軌道 は 非常 に 不 
確実 で す 。 た と えば 、 重 要 な 技術 


進歩 は 先進 国 か ら も た ら さ れる の で し ょ うか 、 そ れ と も イノ ベー 
ター と その イノ ベー ショ ン は 地理 的 に 分 散 す る の で し ょ うか 。 あ 
る い は 、 世 界 の 経済 的 お よび 政治 的 環境 が 技術 開発 の ペー ス に ど 
の よう に 影響 する の で し ょ うか 。 


テク ノロ ジー に 焦点 を 当て る 際 に 、 こ の プロ ジェ クト は 、 未 
来 を 形 作 り 、 変 える の に 役立つ 、 正 確 で まだ 発明 され て いな 
い テ クノ ロジ ー の セッ ト を 特定 する こと を 目的 と し て いな か 
っ た こと を 述べ る こと が 重要 で す 。 む し ろ 、 目 標 よ 、 テ クノ 
ロジ ー が 発展 する 可能 性 の ある さま ざま な パス 、 つ まり 、 そ 
れ ら の テク ノロ ジー の 発明 者 と 採用 者 が 自分 た ち で 働き 、 住 
ん で いる と 感じ る 地球 環境 全体 に 強く 影響 され る パス に つい 
て 、 よ り 広 く 、 よ り 深 く 理解 する こと で し た 。 技術 、 


カテ ゴリ と し て 、 そ れ が 発展 する 文脈 か ら 離 婚 す る こと は で きま せん 。 
この レポ ー ト で 共有 され る シナ リオ は 、 そ の よう な 4 つの コン テキ スト を 
調査 し ます 。 そ れ ぞ れ の コン テキ スト は 、 後 で わか る よう に 、 テ クノ ロ 
ジー の 非常 に 異な る 状況 と 、 発 展 途 上 国 に お ける その 潜在 的 な 影響 を 示 














唆 し て いま す 。 


最後 に 、「 テ クノ ロジ ー」 の 意味 に つい て の メモ 。 こ の レポ 
ー ト で は 、 こ の 用 語 を 使用 し て 、 幅 広い ツー ル と 編成 方 法 を 
指し ます 。 テ クノ ロジ ー は 、 足 踏み ポン プ や 基本 的 な ろ過 テ 
クノ ロジ ー な どの 基本 的 な 生存 の た め の ツ ー ル か ら 、 健 康 情 
報 学 で デー タ を 収集 し て 利用 する 方 法 な どの より 高度 な イノ 
ベー ショ ン に まで 及ぶ 可能 性 が あり ます 。 


リア ル タ イ ム の 環境 検知 機能 を 備え た 新しい 建築 材料 。 こ の 
レポ ー ト は 、 発 展 途 上 国 に お ける テク ノロ ジー の 広範 な スケ 
ー ラ ビリ ティ 、 採 用 、 お よび 評価 に 関連 する テー マ に 焦点 を 
当て て いま す 。 シ ナリ オ 自 体 は 地球 環境 に つい て の 物語 で す 
が 、 サ ハラ 以 南 の アフ リカ 、 東 南ア ジア 、 イ ンド で イベ ント 
が どの よう に 発生 する か に つい て 特に 注意 を 払っ て いま す 。 


焦点 の 質問 


すべ て の シナ リオ プロ ジェ クト に は 焦点 と な る 質問 が あり ます 。 シ ナリ オ 
の アン カー と し て 機能 する 、 広 範 で あり な が ら 戦 略 的 な 質問 で す 。 こ の プ 


ロジ ェクト の 焦点 と な る 質問 は 次 の と お り で す 。 


テク ノロ ジー は 、 今 後 15 年 か ら 20 年 に わた っ て 、 発 展 途 
上 国 で レジ リエ ンス と 公平 な 成長 を 構築 する 上 で の 障壁 
に どの よう に 影響 する で し ょ うか が 。 


言い 換え れ ば 、 個 人 、 コ ミュ ニテ ィ 、 お よび シス テム が 
大 き な 変 化 に 対応 する 能力 を 向上 させ る た め に 、 ど の 新 
し い テ クノ ロジ ー ま た は 既存 の テク ノロ ジー を 活用 で き 
る か 、 ま た は 世界 中 の 脆弱 な 人 々 の 生活 を 向上 させ る こ 
と が で きる テク ノロ ジー は 何 か 。 15 年 か ら 20 年 の 期間 は 
、 両 方 と も 十分 に 長い こと を 前 提 と し て 選択 され まし た 


o 


用 語 に 関す る 注記 

財団 の 活動 は 「 回 復 カ と 公平 な 成長 」 を 促進 し ます 。 レ ジ 
り 引 どど は | 個 ョ ミュ 三 テ イ お よび シス テバ が 
壊滅 的 な 事件 で さえ も 、 変 化 に 直面 し て も 生き 残り 、 適 応 
し 、 成 長 する 能力 を 指し ます 。 公 平 な 成長 に は 、 個 人 、 コ 
ミュ ニテ ィ 、 お よび 機関 が 新しい ツー ル 、 人 慣行 、 リ ソー ス 
、 サ ービス 、 お よび 製品 に アク セス で きる よう に する こと 
が 含ま れ ま す 。 














重要 な 技術 的 変化 が も っ と も らし く 、 十 分 に 短い の で 、 開 
発 お よび 適用 で きる 種類 の 技術 の いく つか の 可能 性 を 想像 
する こと が で きま す 。 セ ッ ト を 克服 する 方 法 に 焦点 を 当て 
る 


開発 の 課題 へ の テク ノロ ジー の 適用 に 関連 する 障害 の 発見 は 
、 調 査 を 制限 し 、 潜 在 的 で 体系 的 な 介入 の 機会 を 特定 し よう 
と する 問題 解決 アプ ロー チ を 促進 する の に 役立ち まし た 。 


あな た の 想像 力 を か き 立 て る 


これ ら の シナ リオ が 、 テ クノ ロジ ー と 国際 開発 に 広く 関係 し て 
いる 他 の イニ シア チ ブ で 同じ 未来 志向 を 刺激 する の に 役立つ こ 
と を 願っ て いま す 。 も ちろ ん 、 将 来 に つい て の 確か な デー タ は 
あり ませ ん 。 新 し く 進化 する 開発 ニー ズ に 対応 する た め に どの 
テク ノロ ジー が 成功 する か を 正確 に 知る 信 は まだ いま せん 。 む 
し ろ 、 シ ナリ オ を 読む と き は 、 そ れ ら を 、 関 連 性 が あり 、 示 唆 
に 富み 、 可 能 性 の ある 未来 へ の 旅 、 つ まり 4 つの 旅 と 考え て くだ 
さい 。 世 界 が どの よう に 機能 し 、 直 面 する 課題 に 取り 組む た め 
に どの よう に 組織 化 さ れる か を 想像 し て みて くだ さい 。 ロ ー カ 
ル お よび グロ ー バ ル な 開発 イニ シア チ ブ を 推進 する 責任 は 誰 に 
あり 、 そ れ に は 何 が 必要 で すか ? そし て 、 あ な た の 組織 、 コ ミ 
ュ ニ ティ 、 ま た は 地域 を 好ま し い 未 来 に 導く 上 で の あな た 自身 
の 役割 は 何で すか ? 
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シナ リオ は 、 大 き な 変 化 を 想像 する だ け で な く 、 実 現す る た 
め の 召 体 で す 。 そ れ ら を よく 読む ほど 、 あ な た 、 あ な た の 仕 
事 、 そ し て あな た の コミ ュ ニ ティ に 対す る それ ら の 重要 で あ 
る が あま り 明 白 で は な じい 影響 を 認識 する 可能 性 が 高く な り ま 
す 。 こ の レポ ー ト を 広く 共有 し て 議論 し 、 テ クノ ロジ ー の 方 
法 に つい て さら に 創造 的 な 思考 を 行う た め の 出 発 点 と し て 使 
用 する こと を 強く お 勧め し ます 。 


技術 と 開発 に 関す る さら な る 読み 物 


開発 を 形 作 り 、 そ れ に 応じ て 戦略 や 個人 的 な 行動 を テス ト 
し て 調整 する こと が で きま す 。 


また 、 こ れ ら の シナ リオ が 、 政 府 、 慈 善 活動 、 企 業 、 非 営利 

団体 の 将来 の 仕事 の 潜在 的 な 領域 を 特定 する の に 役立ち 、 さ 
ま ざ ま な 組織 が 将来 これ ら の 領域 で 行う 可能 性 の ある 選択 と 
ミッ トメ ント を 明らか に する こと も 私 た ちの 希望 で す 。 


この レポ ー ト は 、 テ クノ ロジ ー、 開 発 、 社 会 シス テム の 関係 に 焦点 を 当て た 文献 の 増加 に 追加 され ます 。 包括 
的 な リス ト で は あり ませ ん が 、 以 下 の 読 み 物 は 、 こ の トピ ッ ク に 関す る 追加 の 洞察 を 提供 し ます 。 
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シナ リオ 
フレ ー ム ワー ク 





ロッ ク フ ェ ラー 財団 と GBN は 、 テ クノ ロジ ー と 国際 開発 の 将来 に 影響 を 


与え る で あろ う 多 く の 原 動力 を 明らか に する こと か ら シ ナリ オプ ロ セ ス 


を 開始 し まし た 。 こ れ ら の 力 は 、 二 次 調査 と 、 財 団 ス タッ フ 、 財 団 の 助 
成 対象 者 、 外 部 の 専門 家 へ の 詳細 な イン タビ ュー の 両方 を 通じ て 生み 出 


され まし た 。 


次 に 、 こ れ ら すべ て の 構成 要素 が いく つか の 探索 的 ワー クシ 
ョ ヨッ プ に 集まり 、 こ れ ら の 力 の 内 容 を さら に ブレ イン スト ー 
ミン グ し まし た 。 こ れ は 、 事 前 に 決定 され た 要素 と 重大 な 不 
確実 性 の 2 つの カテ ゴリ に 分 類 で きま す 。 シ ナリ オ の セッ ト の 
良い 出発 点 は 、「 事 前 に 決定 され た 要素 」 と し て も 知ら れる 
、 私 た ち が 説 明 し て いる 世界 を 形作る と 合理 的 に 確信 で きる 
推進 カ を 理解 する こと で す 。 た と えば 、 中 国 、 イ ンド 、 そ の 
他 の 国々 の 台頭 に 伴い 、 多 極 の グロ ー バ ル シ ス テム が 出現 し 
て いる こと は 地政 学 的 に 近い 確実 性 で す 。 人 口 動態 の 確実 性 
の 1 つ は 、 世 界 の 人 口 増加 が 続き 、 特 に 開発 途上 国 に お いて 、 
エネ ルギー、 食 料 、 水 資源 に 圧力 が か か る こと で す 。 別 の 関 
連 す る 確実 性 : 世界 は より 多く の エネ ルギー を 調達 し よう と 
努力 する だ ろう と いう こと 


再生 可能 資源 か ら 得 ら れ 、 成 功 する 可能 性 が あり ます が 、 そ れ で も エエ 
ネル ギー に 対す る 世界 的 な 相互 依存 は か な り の レベ ル に ある と 思わ れ 





ます 。 


事前 に 決定 され た 要素 は 、 シ ナリ オス トー リー に と っ て 重要 
で す が 、 こ れ ら の スト ー リ ー を 構築 する た め の 基 盤 で は あり 
ませ ん 。 む し ろ 、 シ ナリ オ は 「 重 大 な 不 確 実 性 」 を 中 心 に 形 
成 さ れ ま す 。 こ れ は 、 焦 点 と な る 問題 に と っ て 非常 に 重要 で 
あり 、 将 来 の 解決 に 関し て 非常 に 不 確 実 で ある と 考え られ る 
推進 カ で す 。 事 前 に 決定 され た 要素 は 予測 可能 な 推進 力 で す 
が 、 不 確実 性 は 本 質 的 に 予測 不可 能 で す 。 そ れ ら の 結果 は 推 
測 で きま す が 、 不 明 で す 。 
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単 一 の 不 確 実 性 が 私 た ちの 思考 に 挑戦 する 可能 性 が ある 一 方 で 、 未 
来 は 時 間 の 経過 と と も に 展開 する 複数 の 力 に よっ て 形作ら れ ま す 。 
シナ リオ フレ ー ム ワー ク は 、 こ れ ら の 重大 な 不 確 実 性 が どの よう に 
展開 し 、 組 み 合 わせ て 進化 する か を 検討 する た め の 構 造 化 され た 方 
法 を 提供 し ます 。2 つ の 最も 重要 な 不 確 実 性 を 特定 する こと で 、 結 
果 と し て 生じ る シナ リオ が 、 焦 点 と な る 質問 に と っ て 重要 で ある と 
判断 され た 方 法 で 異な る こと が 保証 され ます 。 


重要 な も の を 選択 する 
不 確 実 性 


この プロ ジェ クト の シナ リオ 作成 ワー クシ ョ ッ プ で は 、 地 域 
的 お よび 国際 的 な さま ざま な 視点 を 代表 する 参加 者 が 、 シ ナ 
リオ フレ ー ム ワー ク の 基礎 と な る 2 つの 重大 な 不 確 実 性 を 選択 
し まし た 。 彼 ら は 、 社 会 的 、 技 術 的 、 経 済 的 、 環 境 的 、 政 治 
的 傾向 を 含む 、 シ ナリ オ の より 広い 文脈 環境 を 形作る 可能 
の ある 洪 在 的 な 不 確 実 性 の より 長い リス ト か ら こ れ ら の 2 つの 
不 確 実 性 を 選択 し まし た 。 考 慮 され た 不 確 実 性 に は 、 


た と えば 、 発 展 途 上 国 に お ける 紛争 の 墓 延 。 経 済 的 お よ 
び 政 治 的 危機 、 病 気 、 自 然 災 害 な どの ショ ッ ク の 頻度 と 
深刻 さる 。 そ し て 、 開 発 の た め の 重 要 な 技術 の 革新 の 軌跡 
。 ( プロ ジェ クト 中 に 特定 され た 重大 な 不 確 実 性 の 完全 
な リス ト 、 お よび プロ ジェ クト 参加 者 の リス ト は 、 付 録 
に あり ます 。 ) 


以下 に 紹介 する 2 つの 選択 され た 不 確 実 性 は 、 技 術 と 国際 開 
発 の 将来 の た め の 4 つ の シナ リオ の セッ ト を 定義 し ます 。 こ 
れ ら は 、 発 散 し 、 挑戦 的 で 、 内 部 的 に 一 貫 性 が あり 、 も っ 
と も らし いも の で す 。2 つ の 不 確 実 性 の それ ぞ れ は 、2 つ の 
エン ド ポ イン ト 間 の 可能 性 の 連続 性 を 表す 軸 と し て 表 さ れ 
ます 。 
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グロ ー バ ル 政 治 
お よび 経済 的 調整 


この 不 確 実 性 は 、 経 済 統合 の 量 ( 商品 、 資 本 、 人 、 ア イデ ア 
の 流れ ) と 、 永 続 的 で 効果 的 な 政治 構造 に よっ て 世界 が 直面 
する 世界 的 な 課題 の 多く に 対処 で きる 範囲 の 両方 を 指し ます 
。 軸 の 一 端 で は 、 買 易 量 が 多く 、 よ り 統 合 され た 世界 経済 が 
見 られ ます 。 こ れ に より 、 軸 出入 を 通じ て より 幅広 い 商 品 や 
サー ビス に アク セス で き 、 輸 出 の 専門 性 が 高まり ます 。 ま た 
、 超 国家 レベ ル で の 協力 が 増え 、 協 力 の 強化 、 グ ロー バル な 
制度 の 強化 、 効 果 的 な 国際 的 な 問題 解決 えッ トワ ー ク の 形成 
が 見 込ま れ ま す 。 も う 一 方 の 軸 の 端点 で は 、 


適応 能力 


この 不 確 実 性 と は 、 社 会 の さま ざま な レベ ル で 変化 に 対処 し 
、 効 果 的 に 適応 する 能力 を 指し ます 。 こ の 適応 能力 は 、 既 存 
の シス テム と 構造 を 積極 的 に 管理 し て 外力 に 対す る 回 復 力 を 
確 代 す る こと 、 お よび コン テキ スト の 変更 に よっ て シス テム 
と 構造 が 適切 で な く な っ た と き に それ ら の シス テム と 構造 を 
変換 する 能力 を 意味 し ます 。 適 応 能力 は 、 一 般 に 、 社 会 に お 
ける より 高い レベ ル の 教育 、 な ら び に 個人 お よび 社会 の 幸福 
を 促進 する た め の 教 育 を 受け て いる 人 々 の た め の 手 段 の 利用 
可能 性 と 関連 し て いま す 。 高 レベ ル の 適応 能力 は 、 通 常 、 社 
会 へ の 信頼 の 存在 を 通じ て 達成 され ます 。 新規 性 と 多様 性 の 
存在 と 寛容 。 人 間 の 制度 の 強 さ 、 多 様 性 、 重 複 。 コ ミュ ニケ 
ーション と アイ デア の 自由 な 流れ 、 特 に 、 ボ トム アッ プ と ト 
ッ プ ダウ ン な ど 、 異 な る レベ ル 間 お よび レベ ル 間 で 。 こ れ ら 
の 特性 が な い 場 合 、 適 応 能力 の レベ ル が 低く な り 、 予 期し な 
い シ ョ ッ ク の 破壊 的 な 影響 に 対し て 集団 が 特に 脆弱 に な り ま 
す 。 
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交差 する と 、 こ れ ら の 軸 は 4 つの 非常 に 異な る 先物 の マト リッ クス を 作 


成 し ます 。 
ロッ クス テッ プ - イ ノ ベ ー シ ョ ン が 制限 され 、 市 民 の ハッ クア タッ ク - 政 府 が 層 体 化し 、 犯 罪 者 が 繁栄 
反発 が 高まっ て いる 、 よ り 厳 格 な トッ プ ダ ウン の 政府 し 、 危 険 な イノ ベー ショ ン が 出現 する 、 経 済 的 に 不 
管理 と より 権威 主義 的 な 熱意 の 世界 安定 で ショ ッ ク を 受け や すい 世界 
一 緒 に 賢い - そ の 世界 スマ ー ト スク ラン ブル - 個 人 と コミ ュ ニ ティ が 、 増 
緊急 か つ 根強い 世界 的 な 問題 の 両方 に 対処 する た め の 高 大 する 一 連 の 問題 に 対す る ロー カラ イズ され た 一 時 
度 に 調整 され た 成功 し た 戦略 が 出現 し ます 的 な 解決 策 を 開発 する 、 経 済 的 に 落ち 込ん だ 世界 


STRONG 


Lock Step Clever Together 


LOW HIGH 


POLITICAL AND ECONOMIC ALIGNMENT 





Hack Attack Smart Scramble 
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シナ リオ の 物語 


以下 の シナ リオ は 、 網 六 的 で ある こと を 意図 し た も の で は あぁ 
り ま せん 。 む し ろ 、 想 像 力 を か き 立 て る と 同時 に 、 そ の 未来 
が どの よう に 見 え 、 ど の よう に 感じ られ る か に つい て 新しい 
質問 を 提起 する た め に 、 も っ と も らし く 挑 発 的 な も の に な る 
よう に 設計 され て いま す 。 各 シナ リオ は 、 さ ま ざ ま な テク ノ 
ロジ ー の 使用 と これ ら の テク ノロ ジー と の 生活 と の 相互 作用 
に 関連 する 要素 に 重点 を 置い て 、 世 界 、 特 に 発展 途上 国 が 今 
後 15 一 20 年 で で の よう に 進展 する か を 物語 っ て いま す 。 貧 
し く 脆 弱 で す 。 各 シナ リオ に は 、 そ の 世界 の 生活 、 テ クノ ロ 
ジー、 慈 善 活動 を さら に 照ら し 出す こと を 目指 すさ ま ざ ま な 
要素 が 付随 し て いま す 。 こ れ ら に は 以下 が 含ま れ ます : 


・ シ ナリ オ の 期間 中 に 展開 され る 可能 性 の ある ヘッ ドラ 
イン と 象徴 的 な イベ ント の タイ ムラ イン 


私 た ち が 目 に する 可能 性 の ある テク ノロ ジー と テク ノロ 
ジー トレ ンド の 簡単 な 説明 


その 世界 に お ける 慈善 活動 の 役割 の 変化 に 関 
する 最初 の 観察 、 機 会 と 


その 慈善 活動 に 挑戦 
組織 が 直面 する こと と 、 そ の 運用 環境 は どの よう な 
も の か 


その 世界 に 住み 、 働 いて いる 人 の 「 人 生 の 1 日 
」 の スケ ッ チ 


この レポ ー ト の シナ リオ は 予測 で は な く ス トー リー で あり 
、 シ ナリ オ の 妥当 性 は 特定 の 詳細 の 発生 に 依存 し な いこ と 
に 注意 し て くだ さい 。 た と えば 、「Clever Together」 と い 
う タ イト ル の シナ リオ で は 、「 国 、NGO [ 非 政 府 組織 ]、 お 
よび 企業 の コン ソー シア ム が グロ ー バ ル テ ク ノロ ジー アセ 
スメント オフ ィ ス を 設立 し ます 」。 こ れ は 、 高 度 な 国際 的 
調整 と 適応 が どの よう に つなが る か を 象徴 する 詳細 で す 。 
テク ノロ ジー の 洪 在 的 な 社会 的 影響 を 予測 する 組織 の 形成 
に 。 そ の 詳細 は 、 各 シナ リオ の 他 の 数 十 と 一 緒 に 、 シ ナリ 
オ で 説明 され て いる 世界 の より 具体 的 な 「 感 触 」 を 与え る 
た め に あり ます 。 イ ベン ト の 種類 の プロ キシ と し て 、 各 シ 
ナリ オ の 名 前 、 日 付 、 お よび その 他 の 詳細 を 考慮 し て くだ 
さい 。 


私 た ち は 今 、 あ な た が それ ぞ れ の 未来 の 世界 に 没頭 し 、 
2030 年 まで の 技術 の 進化 と 国際 開発 の た め の 4 つ の 異な 
る ビジ ョ ン を 検討 する こと を 勧め ます 。 
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申 タ クス デップ 


Lock Step 





イノ ベー ショ ン が 制限 され 、 市 民 の 反発 が 高まっ て いる 、 よ り 厳 格 な トッ プ ダ 


ウン の 政府 管理 と より 権威 主義 的 な リーダーシップ の 世界 


2012 年 、 世 界 が 長年 予想 し て いた パン デミ ッ ク が つい に 発生 
し まし た 。2009 年 の H1N1 と は 異な り 、 こ の 新しい イン フル エ 
ン ザ 株 は 、 野 生 の ガチ ョ ウ に 由来 し 、 非 常に 毒性 が 高く 、 致 
命 的 で し た 。 最 も パン デミ ッ ク に 備え た 国 で さえ 、 ウ イル ス 
が 世界 中 に 墓 延 し 、 世 界 人 口 の ほぼ 20% に 感染 し 、 わ ず か 7 か 
月 で 800 万 人 を 殺し 、 そ の 大 部 分 が 健康 な 若い 成人 で ある と す 
ぐに 圧倒 され まし た 。 パ ン デ ミッ ク は 経済 に も 致命 的 な 影響 
を 及ぼ し まし た 。 人 と 物 の 両方 の 国際 的 な 移動 が 停止 し 、 観 
光 業 な どの 産業 が 衰 較 し 、 グ ロー バル な サプライ チェ ー ン が 
崩壊 し まし た 。 地 元 で さえ 、 通 常 は 賑やか な 店 や オフ ィ ス ピ 
ル は 何 ヶ 月 も 空い て いて 、 従 業 員 と 顧客 の 両方 が いま せん で 
し た 。 


パン デミ ッ ク は 地球 を 覆い まし た が 、 ア フリ カ 、 東 南ア ジア 
、 中 央 アメ リカ で は 不 均 衡 な 数 の 死者 が 出 ま し た 。 そ こ で は 
、 公 式 の 封じ 込め プロ トコ ル が な いた め 、 ウ イル ス が 山 火事 
の よう に 広がり まし た 。 し か し 、 先 進 国 で さえ 、 封 じ 込 め は 
挑戦 で し た 。 市 民 の 飛行 を 「 強 く 阻 止 す る 」 と いう 米国 の 当 
初 の 方 針 は 、 そ の 寛大 さ に お いて 致命 的 で ある こと が 証明 さ 
れ 、 米 国内 だ け で な く 国 境 を 越え た ウイ ルス の 拡散 を 加速 さ 
せ た 。 た だ し 、 い くつ か の 国 、 特 に 中 国 の 方 が うま くい きま 
し た 。 中 国政 府 に よる すべ て の 市 民 へ の 強制 検疫 の 迅速 な 強 
制 と 施行 、 お よび すべ て の 国境 の 即時 か つぼ ほぼ 密閉 され た 封 
鎖 は 、 数 百 万 人 の 命 を 救い 、 他 の 国 よ り も は る か に 早く ウイ 
ルス の 拡散 を 阻止 し 、 よ り 迅 速 な 対応 を 可能 に し まし た 役職 


“ミッ ク の 回 復 。 
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市 民 を リス ク と 暴露 か ら 保 護 す る た め に 極端 な 措置 を 講じ た 
の は 中 国政 府 だ け で は あり ませ ん で し た 。 パ ン デ ミッ ク の 間 
、 世 界 中 の 国家 指導 者 は 権限 を 変更 し 、 フ ェ イ スマ スク の 着 
用 義務 か ら 、 駅 や スー パー マー ケッ ト な どの 共同 スペ ー ス へ 
の 入り 口 で の 体温 チェ ッ ク ま で 、 和 気密 な 規則 と 制限 を 課 し ま 
し た 。 パ ン デ ミッ ク が 薄れ た 後 で も 、 市 民 と その 活動 に 対す 
る この より 権威 主義 的 な 統制 と 監視 は 行き 詰まり 、 さ ら に は 
激化 し た 。 パ ン デ ミッ ク や 国境 を 越え た テロ か ら 環 境 危 機 や 
貧困 の 増大 に 至る まで 、 ま すま す グ ロー バル 化す る 問題 の 広 
が りか ら 身 を 守る た め に 、 世 界 中 の 指導 者 た ち は 権力 を し っ 
か り と 握っ て いま し た 。 


最初 は 、 よ り 制 御 され た 世界 の 概念 が 広く 受け 入れ られ 、 承 
認 さ れ ま し た 。 市民 は 、 安 全 性 と 安定 性 の 向上 と 引き 換え に 
、 主 権 の 一 部 と プラ イバシー を より 父性 主義 的 な 州 に 進ん で 
放棄 し まし た 。 市 民 は トッ プ ダ ウン の 方 向 性 と 監視 に 対し て 
より 克 容 で あり 、 さ ら に 熱心 で あり 、 国 家 指 導 者 は 彼ら が 適 
切 と 考え る 方 法 で 秩序 を 課す た め の よ り 多 く の 自 由 を 持っ て 
いま し た 。 先進 国 で は 、 こ の 監視 の 強化 は さま ざま な 形 を と 
り ま し た 。 た と えば 、 す べ て の 市 民 の 生体 認証 ID や 、 安 定性 
の ある 主要 産業 の 厳格 な 規制 な ど で す 。 





国益 に 不可 欠 で ある と 見 な され まし た 。 多 く の 先 進 国 で は 、 
ー 連 の 新しい 規制 や 協定 と の 協力 を ゆっ くり と 、 し か し 着実 
に 、 秩 序 と 、 重 要 な こと に 経済 成長 の 両方 を 回 復 さ せま し た 


o 


し か し 、 発 展 途 上 国 全 体 で 、 話 は 異な り 、 は る か に 多様 で し 
た 。 ト ッ プ ダウ ン の 権威 は 、 国 に よっ て さま ざま な 形 を と り 
、 主 に 彼ら の 指導 者 の 能力 、 能 力 、 意 図 に 依存 し て いま し た 
。 強力 で 思慮 深い 指導 者 が いる 国 で は 、 市 民 の 全体 的 な 経済 
状態 と 生活 の 質 が 向上 し まし た 。 た と えば イン ド で は 、 大 気 
質 は その 後 劇 的 に 改善 し まし た 


2016 年 、 政 府 が 高 排出 ガス 車 を 非 合 法 化し た と き 。 ガ ー ナ で 
は 、 基 本 的 な イン フラ を 改善 し 、 す べ て の 人 々 が きれ いな 水 を 
利用 で きる よう に する た め の 野 心 的 な 政府 プロ グラ ム の 導入 に 
より 、 水 系 感染 症 が 急激 に 減少 し まし た 。 し か し 、 よ り 権 威 主 
義 的 な リー ダー シッ プ は 、 市 民 を 犠牲 に し て 自分 た ちの 利益 を 
追求 する た め に 彼ら の 増加 し た 力 を 使用 し た 無責任 な エリ ー ト 
に よっ て 運営 され て いる 国 で は 、 あ まり うま く 機 能 せ ず 、 場 合 
に よっ て は 悲劇 的 に 機能 し ませ ん で し た 。 


強烈 な H ナ ショ ナリ ズム の 台頭 が 新た な 危険 を 生み 出し た た め 、 
他 に も 欠点 が お あり まし た 。 た と えば 、2018 年 の ワー ルド カッ 
プ の 観客 は 
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国 基 の パッ チ を あし ら っ た 防弾 チョッキ を 着 て いま し た 。 
強力 な 技術 規制 は イノ ベー ショ ン を 抑制 し 、 コ スト を 高く 
保ち 、 採 用 を 抑制 し まし た 。 発 展 途上 国 で は 、「 承 認 さ れ 
た 」 技 術 へ の アク セス が 増加 し まし た が 、 そ れ を 超え て 制 
限 さ れ た まま で し た 。 技術 革新 の 場所 は 主 に 先進 国 に あり 
、 多 く の 開 発 途上 国 は 他 の 人 が 「 最 良 」 と 考え る 技術 の 受 
け 入 れ 側 に あり まし た 。 い くつ か 


「 し ば らく の 間 、 一 部 の 社会 を 規律 し 、 : 


一 方 、 先 進 国 で は 、 非 常に 多く の トッ プ ダ ウン の ルー ル や 規 
範 が 存在 する た め 、 起 業 家 活動 が 大 幅 に 阻害 され まし た 。 科 
学者 や イノ ベー ター は 、 ど の 研究 ライ ン を 追求 すべ きか を 政 
府 か らし ば し ば 言わ れ 、 主 に 収益 を 上 げ る プロ ジェ クト ( 例 
: 市 場 主導 の 製品 開発 ) また は 「 確 実 な 賭け 」 ( 例 : 基礎 研 
究 ) に 導 か れ 、 よ り リ スク が 高く 革新 的 な も の に な り ま す 研 
究 分 野 は ほとん ど 未 開発 で す 。 裕福 な 国 や 研究 開発 予算 の 大 
きい 独占 企業 は 依然 と し て 大 き な 進 歩 を 遂げ まし た が 、 そ の 
ブレ ー ク スル ー の 背後 に ある IP は 、 厳 格 な 国 また は 企業 の 保 
護 の 背後 に 閉じ 込め られ た まま で し た 。 ロ シア と イン ド は 、 
暗号 化 関連 製品 と その サプライ ヤー を 監督 お よび 認定 する た 
め の 厳 格 な 国内 基準 を 課 し まし た 。 こ れ は 、 実 際 に は すべ て 
の IT イノ ベー ショ ン を 意味 する カテ ゴリ で す 。 ア メリ カ 


管理 する こと は 可能 で す が 、 常 に 全 世 界 
で は あり ませ ん 。」 


- GK Bhat、TARU Leading Edge、 イ ンド 


政府 は これ が ひい き に な っ て いる こと に 気づき 、「 中 古 品 」 と 
し て 喘 笑 し た コン ピュ ー タ ー や その 他 の 技術 の 配布 を 拒否 し ま 
し た 。 

一 方 、 よ り 多 く の リ ソー ス と より 優れ た 能力 を 備え た 開発 途上 国 は 、 こ 
れ ら の ギャ ッ プ を 独自 に 埋め る た め に 社内 で イノ ベー ショ ン を 起こ し 始 
め ま し た 。 


特に 発展 途上 国 で は 、 国 の 自己 利益 の た め に 行動 する こと は 
、 し ば し ば それ ら に 適合 する 実際 的 な 同盟 を 探す こと を 意味 
し まし た 
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利益 一 経済 成長 を 達成 する た め に 必要 な リソー ス へ の アク セス 
を 獲得 する の か 、 そ れ と も 団結 する の か 。 南米 と アフ リカ で は 
、 地 域 お よび サブ 地域 の 同盟 が より 構造 化 さ れ ま し た 。 ケ ニア 
は 、 ア フリ カ 大 陸 内 で 新しい パー トナ ー シ ッ プ が 拡大 し た た め 
、 ア フリ カ 南 部 お よび 東部 と の 買 易 を 倍増 させ まし た 。 主 要 な 
鉱物 や 食品 の 輸出 へ の アク セス と 引き 換え に 新しい 雇用 と イン 
フラ の 交渉 が 多く の 政府 に 同意 され る こと が 証明 され た た め 、 
アフ リカ へ の 中 国 の 投資 は 拡大 し まし た 。 国境 を 越え た 関係 は 
、 公 式 の 安全 保障 援助 の 形 で 急増 し まし た 。 外国 の セキ ュ リ テ 
ィ チ ー ム の 展開 は 、 最 も 悲惨 な 失敗 国家 の いく つか で 歓迎 され 
まし た が 、 万 能 の ソリ ュー ショ ン は ほとん ど 青 定 的 な 結果 を も 
た らし ませ ん で し た 。 


2025 年 まで に 、 人 々 は トッ プ ダ ウン の 制御 に うん ざり し 、 
指導 者 や 当局 に 彼ら の 選択 を 任せ る よう に な り ま し た 。 


国益 が 個人 の 利益 と 衝突 する と ころ は どこ で も 、 対 立 が あり 
まし た 。 不満 を 抱い た 若者 や 、 主 に 開発 途上 国 で 自分 の 地位 
と 機会 を た 失っ た 人 々 が 市 民 の 不安 を 引き 起こ し た た め 、 散 発 
的 な 反発 は ます ます 組織 化 さ れ 、 調 整 さ れる よう に な り ま し 
た 。2026 年 、 ナ イジ ェ リ ア の 抗議 者 た ち は 政 府 を 倒し 、 根 強 
い ク ロニ ズム と 汚職 に うん ざり し まし た 。 こ の 世界 の より 大 
き な 安 定性 と 予測 可能 性 を 好む 人 々 で さえ 、 非 常に 多く の 厳 
格 な 規則 と 国境 の 厳格 さ に よっ て 不快 に な り 、 制 約 さ れ 始め 
まし た 。 遅かれ 早かれ 、 世 界 の 政府 が 確立 する た め に 一 生 懸 
命 働 いて きた きち ん と し た 秩序 を 、 何 か が 必然 的 に 混乱 させ 
る だ ろう と いう 気持 ち が 長 引い た 。 … 
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見 出し ロッ クス テッ プ で 


検疫 制限 
対面 で の 連絡 : イタ リア の 住所 ベト ナム が 要求 する 
セル ラー ネッ トワ ー ク "移民 介護 者 "ロボット と ソー ラー パネ ル の ギャ 
過 負 荷 ッ プ すべ て の 家 に 」 


( 2013 ) ( 2017 ) ( 2022 ) 


アフ リカ の 指導 者 は 恐れ る 

ナイ ジェ リア の 2026 年 の 政府 月 
壊 の 繰り 返し 

( 2028 ) 








大 陸 間 アフ リカ の 抱擁 は 急増 する 貿易 
厳格 な 病原 菌 規制 に よる 権威 主義 者 の 東部 の ネッ トワ ー ク 
貿易 の 打撃 資本 主義 アラ と 南部 アフ リカ 

( 2015 ) 中 国 は 続く ? 地域 の 絆 を 強化 する 
( 2018 ) ( 2023 ) 


活動 の 役割 ロッ ックス テッ プ で 


慈善 団体 は 、 こ の 世界 で 難し い 選 択 に 直面 する で し ょ う 。 政 府 の 強力 な 役割 を 考え る と 、 慈 善 活動 を 行う 
に は 、 高 度 な 外交 スキ ル と 非常 に 多様 な 環境 で 効果 的 に 活動 する 能力 が 必要 に な り ま す 。 慈善 活動 の 助成 
対象 者 と 市 民 社 会 の 関係 は 政府 に よっ て 強力 に 緩和 され 、 一 部 の 財団 は 、 国 の 政府 開発 援助 ( ODA ) 戦略 
お よび 政府 の 目的 と より 緊密 に 連携 する こと を 選択 する 可能 性 が あり ます 。 大 規模 な 慈善 活動 は 大 き な 影 
響 力 を 保持 し 、 多 く の 小 規模 な 慈善 活動 は 、 財 政 的 、 人 的 、 お よび 運営 上 の リソー ス を 統合 する こと に 価 





値 を 見 い だ す 可能 性 が あり ます 。 


普遍 的 な 権利 と 自由 の 促進 に 関心 の ある 慈善 団体 は 、 多 く の 国 の 国境 で 封鎖 され る で し ょ う 。 こ の 世界 で 
スマ ー ト で 和 柔軟 で 幅広 い 関係 を 築く こと が 重要 で す 。 一 部 の 慈善 活動 は 、 ス キル と サー ビス が 抵抗 に 見 合 
わな い 場 所 で の み 働 く こ と を 選択 する 場合 が あり ます 。 多 く の 政 府 は 、 国 際 的 な 慈善 活動 が 機能 で きる プ 
ログ ラム の 地域 と 地域 に 厳し い 制限 を 課 し 、 自 国 で の み 、 よ り 狭 く 、 よ り 強 力 な 地理 的 焦点 また は 助成 金 





を 提供 し ます 。 
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迷 茨 の 重要 な 友 誠 の 導 歩 を 克 秦 に 双 滞 する 方 送 ば あり ま ど ゼ 々 ん グ 、 シ ナ ソ ノブ の 妥 な 、 殺 写 の 義 學 の 友 訪 の 
入 菱 を 太 此 に し た り 丸 本 し を りす ずる 忌 巻 族 の ある 共 芝 を 地 し て いま すず 。 し を た が っ て 、 シ ナ ソ ブ プ ご と に 、 ペ 
ー ス 、 九 贅 、 お よび 王 要 な 診 成 考 を 考 章 し て 、 胡 旋 才 逆 の コン デ テ チ スム 人 の 大 党 を 門 内 し まず 。 ま た 、 序 シ 
ナ ソ ブ で 机 炎 すず る 忌 誠 放 の ある いり ぐつ ググ の 胡 娘 ムレ ン だ が と アプ ソノ ソ ケー ショ ラン を 意 穴 ん まず 。 


「 ロ ックス テッ プ 」 の 技術 革新 は 主 に 政府 に よっ て 推進 され て お り 、 国 家 安 全 保障 と 健康 と 安全 の 問題 に 
焦点 を 当て て いま す 。 ほ と ん どの 技術 的 改善 は 、 先 進 国 に よっ て 、 そ し て 先進 国 の た め に 作成 され 、 市 民 
を 管理 お よび 監視 し た いと いう 政府 の 二 重 の 願望 に よっ て 形作ら れ て いま す 。 ガ バナ ンス が 不 十分 な 州 で 
は 、 進 行 に 失敗 する 大 規模 な プロ ジェ クト が た くさ ん あり ます 。 


丸 た ろ が に する 応 基 邦 の ある テク ン ワ ジー の 人 ハル レン だ と アプ ' ソ ケーション : 


* 高 度 な 機能 的 磁気 共鳴 画像 法 ( IMRI ) 技術 を 使用 する スキ ャ ナー は 、 空 港 や その 他 の 公共 エリ 
ア で 「 反 社会 的 意図 」 を 示す 可能 性 の ある 異常 な 行動 を 検出 する た め の 標 準 に な り ま す 。 


パン デミ ッ ク の 恐怖 の 余波 で 、 食 品 や 飲料 の より スマ ー ト な パッ ケー ジン グ は 、 最 初 に 企業 間 環 
境 で 大 企業 や 生産 者 に よっ て 適用 され 、 次 に 個々 の 製品 や 消費 者 に 採用 され ます 。 


伝染 病 を 検出 する た め の 新 し い 診 断 法 が 開発 され て いま す 。 健康 診断 の 適用 も 変わ り ま す 。 ス ク 
リー ニン グ は 病院 や 刑務 所 か ら の 解放 の 前 提 条 件 と な り 、 多 く の 病 気 の 墓 延 を 遅らせ る こと に 成 


功 し て いま す 。 


テレ プレ ゼン ステ クノ ロジ ー は 、 旅 行 が 制限 され て いる 人 々 の た め の 、 よ り 安 価 で 低 帯 域 幅 の 洗練 
され た 通信 シス テム の 諸 要 に 応え ます 。 





保護 貿易 主義 と 国 











家 安 全 保障 上 の 懸念 に 駆り 立て られ て 、 各 


国 は 独自 の 独立 し た 地域 的 に 定義 され た IT ネッ トワ ー ク 





を 作成 し 、 中 国 の ファ イア ウォ ー ル を 模 信 し て いま す 。 政 府 は イン ター ネッ トト ラフ ィ ッ ク の 取り 締まり に さま ざま 
な 程度 の 成功 を 収め て いま す が 、 そ れ で も これ ら の 取り 組み は 「 ワ ー ル ド ワ イ ド 」 ウ ェ ブ を 破壊 し ます 。 
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生活 ロッ クス テッ プ で 


マニ シヤ 彼女 が 見 た も の に 魅了 され て 、 ガ ンジ ス 川 を 見 つめ た 。 戻 る 

2010 年 、 彼 女 が 12 歳 の と き 、 彼 女 の 両親 は 彼女 を この 川 に 連れ て 行き 、 彼 女 が その 聖なる 水 を 浴び る こ 
と が で きる よう に し まし た 。 し か し 、 端 に 立っ て 、 マ ニシ ャ は 恐 れ て いま し た 。 彼女 を 怖がら せ た の は 
川 の 深 さ や その 流れ で は な く 、 水 その も の で し た 。 そ れ は 濁っ て いて 茶色 で 、 ゴ ミ や 死ん だ も の の に お 
い が し まし た 。 マ ニシ ャ は 咲 えた が 、 母 親 は 彼女 を 前 に 押し 出し 、 こ の 川 は ヴィ シュ ヌ の 蓮華 の 足 か ら 
流れ て いた の で 、 彼 女 は そこ に 入る の を 光栄 に 思う べき だ と 叫ん だ 。 彼 女 の 母 親 は 、 何 百 万 人 も の ヒン 
ズー 教徒 と と も に 、 ガ ンジ ス 川 の 水 が 人 の 魂 を すべ て の 罪 か ら 清め 、 さ ら に は 病人 を 治す こと が で きる 
と 信じ て いま し た 。 そ の た め 、 マ ニシ ャ は し ぶし ぶ 川 に 身 を 沈め 、 そ の 過程 で 誤っ て 水 を 飲み 込み 、 ジ 
アル ジア 症 の 悪い 症例 と 数 ヶ月 の 下痢 を 経験 し まし た 。 


その 経験 を 思い 出す こと は 、 今 日 を と て も 注目 に 値する も の に し まし た 。 現在 は 2025 年 で し た 。 マ ニシ ャ 
は 27 歳 で 、 イ ンド 政府 の ガン ジス 浄化 イニ シア チ ブ ( GPI ) の マネ ー ジ ャ ー で し た 。 最 近 ま で 、 ガ ンジ ス 川 
は 依然 と し て 世界 で 最も 汚染 され た 河川 の 1 つ で あり 、 人 間 や 動物 の 死骸 や 下水 が 頻繁 に 処分 され て いる た 
め 、 大 腸 菌 群 は 天文 学 的 に レベ ル が 高く な っ て いま す ( 2010 年 に は 、8,900 万 リッ トル ) 。 7 万 あたり 直 
接 川 に 。 何 十 年 に も わた っ て ガン ジス 川 を きれ い に す る た め の 組 織 的 な 試み は 何 十 回 も 失敗 し まし た 。200 
9 年 、 世 界 銀行 は 、 政 府 の 数 十 億 ドル 規模 の 浄化 イニ シア チ ブ を 支援 する た め に 、 イ ンド に 10 億 ドル を 融資 
し まし た 。 し か し 、 そ の 後 、 パ ン デ ミッ ク が 発生 し 、 そ の 資金 は 枯 当 カ し まし た 。 し か し 、 遷 し な か っ た の 
は 、 ガ ンジ ス 川 の 清掃 に 対す る 政府 の 取り 組み で し た 。 現在 、 公 衆 衛生 の 問題 だ け で な く 、 ま すま す 国 民 の 
誇り の 問題 と な っ て いま す 。 


マニ シャ は 2020 年 に GPI に 参加 し まし た 。 こ れ は 、 イ ンド で 最も 貴重 な 資源 の 生 上 態 系 の 健康 を 回 復 する 
と いう 政府 の 強い 姿勢 に 非常 に 感銘 を 受け た た めで す 。 彼女 の 故 卿 で ある ジャ イプ ー ル の 多く の 人 

々 は 、 パ ン デ ミッ ク の 際 に 政府 の 検疫 に よっ て 救 わ れ ま し た 。 そ の 経験 は 、 マ ニシ ャ が 考え た よう に 
、 政 府 に 川 の 使用 に つい て 非常 に 厳格 で ある と いう 自信 を 与え まし た 。 





ヽ ノ 
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今 : 他 に 何 百 万 人 も の イン ド 市 民 に 、 聖 地 と の 関係 で 彼ら の 文化 的 慣習 を 完全 に 変え た る よう に させ る こ 
と が で きる で し ょ うか ? ガン ジス 川 で 儀式 的 に 焼 か れ た 遺体 を 廃棄 する こと は 今や 違法 で あり 、 何 年 も 
の 懲役 刑 に 処せ られ まし た 。 川 に あら ゆる 種類 の 廃棄 物 を 投棄 し て いる こと が 判明 し た 企業 は 、 政 府 に 
よっ て 直ちに 閉鎖 され まし た 。 ま た 、 入 浴 で きる 場所 や 洗濯 で きる 場所 に も 厳し い 制限 が あり まし た 。 


川沿 い の 20 メ ー ト ル ご と に 、「 イ ンド で 最も 貴重 な 天然 資源 を 軽視 する 」 と いう 影響 を 概説 する 標識 が 


付け られ まし た 。 も ちろ ん 、 誰 も が それ を 気に入っ た わけ で は あり ませ ん 。 抗議 は 頻繁 に 燃え 上 が っ た 
。 し か し 、 ガ ンジ ス 川 が か つて な い ほ ど 美 し く 健康 的 に 見 えた こと を 否定 する こと は で きま せん で し た 


o 


マニ シャ は 、 エ ンジ ニア リン グチ ー ム が 銀行 に 機器 を 降ろ し 始め る の を 見 て いた 。 よ り ハ イ テ ク な 方 
法 で ガン ジス 川 を 掃除 する た め の ツ ー ル と 戦略 を 開発 する た め に 、 多 く の ト ッ プ イン ド の 科学 者 と エ 
ンジ ニア が 政府 に よっ て 採用 され まし た 。 彼 女 の お 気に入り は 、 川 を 継続 的 に 「 泳 ぎ ず 」、 セ ン サ ー を 
介し て 化学 病原 体 の 存在 を 検出 する 水中 ボッ ト で し た 。 汚れ た 川 の 水 を 吸い 込み 、 は る か に きれ いな 
水 を 吐き 出す 新しい 川沿 い の ろ 過 シ ステ ム も 印象 的 で し た 。 特 に 、 外 側が ミニ テン プル の よう に 見 え 
る よう に 設計 され て いた た めで す 。 実際 、 マ ニシ ャ が 今日 川 に いて 、 少 女 と し て ガン ジス 川 に 最初 に 
足 を 踏み 入れ た 場所 か ら 100 フ ィ ー ト も 離れ て いな い 場 所 に ろ過 シス テム の 設置 を 監督 し た の は その た 
めで す 。 水 は 今 と て も きれ い に 見 えま し た 、 
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Clever Together 





緊急 か つ 根 強い 世界 的 な 問題 の 両方 に 対処 する た め の 高 度 に 調整 され た 成 


功 し た 戦略 が 出現 する 世界 


2008-10 年 の 景気 後退 は 、 多 く の 人 が 恐れ て いた 数 十 年 に わた 
る 世界 経済 の 滑り に は な り ま せん で し た 。 実際 、 ま っ た く 逆 
で す 。 世界 は 再び 力強く 成長 し 、 景 気 後 退 前 に 予測 され て い 
た 人 口 動態 と 経済 の 予測 に 向かっ つて いま す 。 イ ンド と 中 国 は 
、2020 年 まで に 中 産 階 級 が 10 億 人 に 急増 する 見 通し で し た 。 
サン パウ ロ や ジャ カル タ な どの メガ シテ ィ は 、 農 村 地 域 か ら 
数 百 万 人 が 流入 する に つれ て 、 猛 烈 な ペー ス で 拡大 し まし た 
。 各 国 は 必要 な 手段 で 工業 化 を 競い まし た 。 世 界 市 場 は 活気 
づい て いま し た 。 


し か し 、2 つ の 大 き な 問 題 が 迫っ て いま し た 。 ま ず 、 す べ て の 人 と 場所 が こ 
の グロ ー バ ル 化 し た 成長 へ の 復帰 か ら 等 し く 恩 恵 を 受け た わけ で は あり ま 
せん 。 す べ て の ポ ボート が 上 昇 し て いま し た が 、 一 部 は 明らか に さら に 上 昇 


し て いま し た 。 第 二 に 、 そ れ ら は 開発 に 地獄 に 屈し た 





そし て 拡大 は 、 彼 ら の 無制限 の 成長 の 非常 に 現実 的 な 環境 
へ の 影響 を ほとん ど 無 視 し まし た 。 紛れ も な く 、 地 球 の 気 
候 は ます ます 不安 定 に な りつ つ あ り ま し た 。 国々 が 沿岸 の 
大 都市 を 建設 し 続け て いる に も か か わら ず 、 海 面 は 急速 に 
上 昇 し て いま し た 。 に 


2014 年 、 高 潮 の 際 に ハドソン 川 が ニュ ー ヨ ー ク 市 に 溢れ 
、 世 界 質 易 セ ンタ ー の 敷地 が 3 フィ ー ト の 深 さ の 湖 に 変わ 
り ま し た 。 ロ ウ ア ー マ ン ハッ タン を 航行 する モー ター ボ 
ー ト の 画像 は 、 世 界 の 


最も 強力 な 国々 は 、 気 候 変動 が 単なる 開発 途上 国 の 問題 で は 
な いこ と を 認識 し まし た 。 そ の 同じ 年 、 大 気 中 の 二酸化 炭素 
レベ ル が 急激 に 上 昇 し て いる こと を 示す 新しい 測定 値 は 、 政 
府 (本当 に すべ て の 人 ) に 何 か を 速く する た め の 新 し い 皿 急 
性 と 圧力 を 生み 出し まし た 。 








ある 国 、 企 業 、 ま た は 個人 の 行動 が 他 の すべ て に 大 き な 影 響 
を 与え る 可能 性 が ある この よう な 相互 接続 され た 世界 で は 、 
ここ に ある 1 つの 国 、 そ こ に ある 環境 組織 の 1 つの 小さ な 集団 
に よる 断片 的 な 試み は 、 気 候 災 害 - あ る い は 、 さ ら に 言え ば 、 
他 の 惑星 規模 の 問題 の ホス ト に 効果 的 に 対処 する た め 。 し か 
し 、 そ の よう な 緊急 の 問題 に 対処 する た め の 高 度 に 調整 され 
た 世界 的 な 戦略 は 、 ま さ に そう か も し れ ま せん 。 必 要 だ っ た 
の は 、 地 球 規模 で の シス テム 思考 と シス テム 行動 で し た 。 


国際 的 な 調整 は ゆっ くり と 始ま り 、 誰 も が 想像 し て いた よ 
り も 早く 加速 し まし た 。2015 年 に は 、 中 所 得 国 と 強力 な 経 
済 成長 を 遂げ て いる 先進 国 の 臨界 量 が 、 気 候 変動 を は じ め 
と する 地球 規模 の 問題 に 対し て 資源 を 活用 する こと を 公約 
し まし た 。 一 緒 に 、 彼 ら の 政府 は 、 短 期 的 に 温室 効果 ガス 
排出 量 を 監視 し て 削減 し 、 長 期 的 に 自然 環境 の 吸収 能力 を 
改善 する た め の 計 画 を ハッ シュ し まし た 。2017 年 に 、 炭 素 
隔離 に 関す る 国際 合意 に 達し ( それ まで に 、 ほ と ん どの 多 
国籍 企業 に は 最高 炭素 責任 者 が いま し た ) 、 炭 素 を 構築 す 
る た め に 知 的 お よび 財源 が プー ル さ れ ま し た 。 





グロ ー バ ル エ コシ ステ ム を 最も よく サポ ー ト する プロ セス を キャ 
プチ ャ し ます 。 機能 する グロ ー バ ル な キャ ッ プ アン ド ト レ ー ド シ 
ステ ム も 確立 され まし た 。 世 界 中 で 、 地 球 に や さ し い 方 法 で 廃棄 
物 を 減ら し 、 効 率 を 上 上げ る と いう プレ ッ シ ャ ー は 非常 に 大 きか っ 
た 。 ス マー ト グ リ ッ ド や ボトム アッ プ パ ター ン 認 識 技術 な ど 、 工 
ネル ギー 使用 容量 を 監視 する た め の 新しい グロ ー バ ル に 調整 され 
た シス テム が 展開 され まし た 。 こ れ ら の 益 力 は 実際 の 結果 を 生み 
出し まし た 。2022 年 まで に 、 新 し い 予 測 は 大 気 中 の 炭素 レベ ル の 
上 昇 の 大 幅 な 減速 を 示し まし た 。 


集団 的 グロ ー バ ル ア ク ショ ン に お ける この 実験 の 成功 に 触発 さ 
れ て 、 大 規模 な 協調 的 イニ シア チ ブ が 強化 され まし た 。 エ ネル 
ギー の 使用 だ け で な く 、 病 気 や 技術 の 基準 に つい て も 、 一 元 化 
され た グロ ー バ ル な 監視 と ガバ ナン ス の 構造 な 生ま れ ま し た 。 
この よう な シス テム と 構造 に は 、 は る か に 高い レベ ル の 透明 性 
が 必要 で あり 、 そ の 結果 、 よ り 多 く の 技 術 対応 の デー タ 収 集 、 
処理 、 お よび フィ ー ド バッ ク が 必要 に な り ま し た 。 巨 大 で 良性 
の 「 監 視 」 シ ステ ム に より 、 市 民 は すべ て 公開 され て いる デー 
タ に リア ル タ イ ム で アク セス し て 対応 する こと が で きま し た 。 
グロ ー バ ル な アー キテ クチ ャ が 強化 され 、 地 域 の ガバ ナン ス 構 
造 が 出現 し た た め 、 国 民国 家 は その 力 と 重要 性 の 一 部 を 失い ま 
し た 。 国連 の よう な 国際 的 な 監視 機関 
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東南 アジ ア 諸 国連 合 ( ASEAN ) 、 ア フリ カ 開 発 の た め の 新 
パー トナ ー シ ッ プ ( NEPAD ) 、 ア ジア 開発 銀行 ( ADB ) な 
どの 地域 シス テム と 同様 に 、 新 し い レ ベル の 権限 を 引き 受け 
まし た 。 世 界 的 な 精神 


「 新 し い テ クノ ロジ ー に つい て し ば し ば : 
敬 く こと は 何で すか 
巻き 添え 被害 で す : 別 の 問題 を 解決 する 
こと に よっ て 作成 で きる 問題 の 範囲 常 


ちょ っ と し た 驚き で す 。」 


ー- Michael Free、 適 切な プログ ラム 
健康 技術 ( PATH ) 


コラ ボレー ショ ン は また 、 企 業 、NGO、 お よび コミ ュ ニ テ 
ィ 間 の 新しい 提携 と 連携 を 促進 し まし た 。 


これ ら の 強力 な 同盟 は 、 大 き な 問 題 を 解決 し 、 す べ て の 人 の 生 
活水 準 を 向上 させ る た め の 、 よ り グ ロー バル で 参加 型 の 試み の 
基礎 を 築き まし た 。 負 角 、 病 気 、 基 本 的 な ニー ズ へ の アク セス 
な ど 、 長 年 に わた る 問題 に 取り 組む た め の 協 調 的 な 取り 組み が 
定着 し まし た 。 よ り 良 い 医 療 診断 や より 効果 的 な ワク チン の よ 
うな 新しい 安価 な 技術 は 、 ヘ ルス ケア を 改善 し まし た 


出産 と 健康 の 結果 。 企 業 、NGO、 政 府 - し ば し ば 行動 

する 

一 緒 に 一 パイ ロッ ト プ ロ グラ ム と 学習 ラボ を 立ち 上 げ て 、 特 定 の 
コミ ュ ニ ティ の ニー ズ を 最も よく 満た す 方 法 を 見 つけ 、 何 が 機能 
し 、 何 が 機能 し な か っ た か に つい て の 知識 ベー ス を 増やし まし た 
。 製薬 大 手 は 、「 オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン 」 ア ジェ ンダ の 環 と 
し て 、 マ ラリ ア な どの 病気 に 対し て 有効 で も る こと が 示さ れ て い 
る 何 千 も の 化合 物 を パブ リッ ク ド メ イン に リリ ー ス し まし た 。 彼 
ら は また 、 商 業 的 に 実行 可能 で は な いと みな され た 顧み られ な い 
病気 に 関す る 研究 開発 の アー カイ ブ を 開き 、 研 究 を 前 進 さ せ た い 
科学 者 に シー ド 資 金 を 提供 し まし た 。 


発展 途上 国 の エネ ルギー と 水 は 公 平 性 を 向上 させ る 鍵 で ある 
と 考え られ て いた た め 、 こ れ ら の 分 野 で 大 き な 革 新 が 求め ら 
れ ま し た 。 よ り 良 い 食 糧 配給 も 議題 の 上 位 に あり 、 よ り 多 く 
の 開か れ た 市 場 と 南 南 貿 易 が これ を 実現 する の に 役立っ た 。 

2022 年 に 、 国 、NGO、 企 業 の コン ソー シア ム が グロ ー バ ル テ 
クノ ロジ ー ア セス メン ト オ フ ィ ス を 設立 し 、 さ ま ざ ま な テク 
ノロ ジー アプ リケーション の コス ト と メリ ッ ト に 関す る 科 単 
に アク セス で きる リア ル タ イ ム の 情報 を 開発 途上 国 と 先進 国 
に 提供 し まし た 。 こ れ ら の 支 力 の すべ て が 実際 の 問題 の 実際 
の 進歩 に つなが り 、 新 し い 機 会 が 開か れ ま し た 
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テキ ヤヤ や や 5 く _5 や 55 ツ wtwnt{tntn や WW〔W〔t 有 


下位 10 億 の ニー ズ に 対応 し 、 開 発 途 上 国 が それ 自体 で 成長 の 
原動力 と な る こと を 可能 に し ます 。 


発展 途上 国 の 多く の 地域 で は 、 多 く の 要 因 に より 経済 成長 率 
が 上 昇 し まし た 。 イ ン フ ラス トラ クチ ャ の 改善 に より 、 人 と 
物 の 両方 の 移動 性 が 高まり 、 都 市 部 と 農村 部 の 接続 が 改善 さ 
れ ま し た 。 ア フリ カ で は 、 海 岸 で 始ま っ た 成長 が 新しい 輸送 
回 廊 に 治っ て 内 側 に 広がり まし た 。 貿易 の 増加 は 、 個 々 の 企 
業 の 専門 化 と 経済 の 全体 的 な 多様 化 を 推進 し まし た 。 多 く の 
場所 で 、 貧 困 を 克服 する た め の 従 来 の 社会 的 障壁 は 、 使 い 捨 
て コン ピュ ー タ ー か ら 日 曜 大 工 ( DIY ) 風車 まで 、 さ ま ざ ま な 
有用 な テク ノロ ジー に アク セス する 人 々 が 増え る に つれ て 、 

関連 性 が 低く な り ま し た 。 


これ ら の 新た な 高み な の グロ ー バ ル な 協力 と 責任 を 余儀 な くさ 
れ た 状況 を 考え る と 、 開 発 途上 国 の 成長 の 多く が より クリ ー 
ン に 、 よ り 「 グ リー ン に 」 達 成 さ れ た の は 当然 の こと で す 。 
アフ リカ で は 、 大 陸 の 多く の 自然 地理 学 と 人 口 密度 の 低 さ が 
太陽 エネ ルギー の 普及 を 可能 に し た た め 、 太 陽 エ ネル ギー が 
大 きく 求め られ まし た 。 北 アフ リカ と 海底 ケー ブル 回 線 を 介 
し て 南 ヨ ー ロ ッ パ の 両方 に 供給 する 大 規模 な 火力 発電 所 を 作 
成す る と いう Desertec の イニ シア チ ブ は 、 大 成功 を 収め まし 
た 。2025 年 まで に 、 マ グレ ブ の 電力 の 大 部 分 は 太陽 光 発電 で 
あり 、 そ の 電力 の 輸出 は 貴重 な 外貨 を 獲得 し て いま し た 。 ス 
イッ チ 


ソー ラー に 新しい 「 太 陽 」 の 仕事 を 生み 出し 、 大 幅 に 削減 

CO: 排 出 量 、 お よび 政府 に 毎年 数 十 億 を 稼い だ 。 イ ンド は そ 
の 地理 を 利用 し て 作成 し まし た 

サハ ラ 以 南 の アフ リカ で は 、 分 散 型 の 大 陽光 発電 に よる 点滴 港 蓄 シス テ 
ム が 普及 する 一 方 で 、 同 様 の 「 リ ソー ラー バレ ー」 が 普及 し まし た 。 


エネ ルギー 依存 度 の 低下 に より 、 こ れ ら すべ て の 国 と 地域 が 
独自 の 資源 を より 適切 に 管理 お よび 管理 で きる よう に な り ま 
し た 。 ア フリ カ で は 、 国 民国 家 レ ベル を 超え る 政治 建築 、 
アフ リカ 連合 は 、「 良 い 統 治 」 の 推進 力 を 強化 し 、 貢 献 し ま 
し た 。 地域 

COMESA ( 東南 部 アフ リカ 共同 市 場 ) お よび 他 の 機関 を 通 
じ た 統 合 に より 、 加 盟 国 は 、 消 費 者 と し て 、 そ し て ます ます 
生産 者 と し て の 集合 的 な ニー ズ を 満た す た め に 、 よ り 適 切 に 
組織 化す る こと が で きま し た 。 


20 年 の 間 に 、 世 界 の 無駄 を 減ら し 、 効 率 を 高め 、 よ り 包 括 的 に 


する た め に 、 大 き な 進 歩 が あり まし た 。 し か し 、 世 界 は 完璧 に 
は ほど 遠い も の で し た 。 失敗 国家 や 資源 の 少な い 場 所 が まだ あ 
り ま し た 。 さ ら に 、 そ の よう な 急速 な 進歩 は 新た な 問題 を 生み 
出し まし た 。 消費 基 準 の 上 昇 は 、 予 想 外 に 新た な 圧力 を も た ら 
し まし た 。 た と えば 、 改 善 さ れ た 食品 流通 シス テム は 、 香 要 の 
増加 に より 食品 生産 の 危機 を 引き 起こ し まし た 。 確か に 、 す べ 
て の 席 要 は 指数 関数 的 に 増加 し て いま し た 。2028 年 まで に 、 
「 ス マー ト な 成長 」 を 導く た め の 継 続 的 な 努力 に も か か わら ず 
、 世 界 は その よう な 急速 な 成長 を 永遠 に サポ ー ト で き な い こと 
が 明らか に な り ま し た 。 … 
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慈善 活動 の 役割 賢く < 一 緒 に 


この 世界 で は 、 慈 善 団体 は 下位 10 億 人 の ニー ズ に 注意 を 向け 、 政 府 、 企 業 、 地 元 の NGO と 協力 し て 、 世 


界 中 の 生活 水準 を 向上 させ て いま す 。 運 用 上 、 こ れ は 「 仮 想 モ デル 」 の 世界 で あり 、 慈 善 活動 は すべ て の 
ツー ル を 自由 に 使用 し て 、 作 業 を 強化 お よび 強化 し ます 。 パ ー ト ナー シッ プ と ネッ トワ ー ク が ます ます 重 
要 に な っ て いる た め 、 慈 善 活動 は より 仮想 的 な 方 法 で 機能 し 、 多 く の Wiki、 ブ ログ 、 ワ ー ク スペ ー ス 、 ビ 
デオ 会 議 、 仮 想 会 議 が 特徴 で す 。 よ り 小 さ な 慈 善 活動 が 急増 し 、 発 展 途上 国 か ら の 主要 な ドナ ー の 数 か 増 


えて いま す 。 


慈善 団体 は ベス ト プ ラ クティ ス を 共有 し て 広め 、 飛 躍 的 な 機会 を 特定 し 、 失 敗 し た 状態 や 弱い 状態 で 問題 
を より 適切 に 特定 し よう と する た め 、 シ ステ ム 思 考 と 知識 管理 は 重要 な スキ ル で ある こと が わか り ま す 。 
営利 部 門 と 非 営利 部 門 の 間 に は か な り の 才能 の 流れ が あり 、 こ れ ら の タイ プ の 組織 間 の 境 穫 線 は ます ます 





曖昧 に な っ て いま す 。 


シナ リオ の 物語 一 緒 に 賢い 画題 





技術 覧 < 一 緒 に 





「CleverTogether」 で は 、 さ ま ざ ま な 問題 に 関す る 強力 な グロ ー バ ル 協 力 が 、 病 気 、 気 候 変動 、 エ ネル ギ 
ー 不 足 と 戦う 技術 的 ブレ ー ク スル ー を 推進 し て いま す 。 貿易 と 外国 直接 投資 は 技術 を あら ゆる 方 向 に 広め 
、 発 展 途上 国 の 人 々 に と っ て 製品 を より 安く し 、 そ れ に よっ て 幅広 い 技 術 へ の アク セス を 広げ ます 。 協力 
と 透明 性 の 雰囲気 に より 、 州 と 地域 は 大 規模 な デー タ セ ッ ト か ら 洞 穴 を 収集 し 、 財 政 的 お よび 環境 的 資源 
の 管理 と 割り 当て を 大 幅 に 改善 する こと が で きま す 。 


丸 た る が に する 応 基 施 の ある テク ン ワ ジー の 人 ハレ ン だ と アプ ソ ク ケーション : 


・ ナ ノ セ ン サ ー と スマ ー ト ネッ トワ ー ク を 介し て デー タ を キャ プチ ャ する コス ト は 急激 に 低下 し ます 
。 多 く の 開 発 途上 国 で は 、 こ れ に より 、 ガ バナ ンス を 改善 し 、 政 府 の リソー ス を より 効率 的 に 使 
用 で きる よう に する 「 監 視 」 メ カニ ズム な ど 、 新 し く 有 用 な サー ビス が 急増 し て いま す 。 


イン テリ ジェ ント な 電気 、 配 水 、 お よび 輸送 シス テム は 、 都 市 部 で 開発 され て いま す 。 こ れ ら の 「 ス マー トシ ティ 」 で 
は 、 イ ンタ ーネット アク セス は 2010 年 代 後 半 ま で に 基本 的 な 権利 と 見 な され て いま す 。 


マラ リア ワク チン は 広く 開発 お よび 展開 され て お り 、 発 展 途上 国 で 数 百 万 人 の 命 を 救っ て いま す 


o 


低 コ スト の マイ ンド コン トロ ー ル され た 義肢 の 進歩 は 、 発 展 途 上 国 に 住む 世界 の 切断 者 の 80 パ ー 
セン ト を 支援 し ます 。 


ポリ マー や ナノ 粒子 な どの 材料 の 進歩 に より 、 太 陽光 発電 は 大 幅 に 効率 化 さ れ て いま す 。 政 
府 の 補助 金 と マイ クロ ファ イナ ンス の 効果 的 な 組み 合わ せ は 、 農 業 の 淡水 化 か ら Wi-Fi ネ ッ ト 
ワー ク ま で すべ て に ソー ラー が 使用 され る こと を 意味 し ます 。 


柔軟 で 迅速 な モバ イル 決済 シス テム は 、 発 展 途上 国 の ダイ ナミ ッ ク な 経済 成長 を 促進 し ます が 、 
先進 国 は 、 銀 行 の 利害 と 規制 の 定着 に よっ て 妨げ られ て いま す 。 
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チュ ー リ ッ ヒ の 世界 食肉 科学 研究 所 の 机 の 隣 に 立っ て 、 アレ ツク 彼 の 研究 室 の 助手 が ちょ うど 彼 に 提示 し 
た ステ ー キ を も う 一 口 食べ て 、 そ れ を か な り 思 慮 深く 噛ん だ 。 こ れ は た だ の ステ ー キ で は あり ませ ん で し た 。 
研究 で し た 。 ア レッ ク と 彼 の 研究 チー ム は 、 新 し い 肉 製品 の 製造 に 何 ヶ月 も 取り 組ん で きま し た 。 和 牛肉 と 同じ 
よう に 味わい な が ら 、 実 際 に は 50 パ ー セ ント の 肉 し か 含ま れ て いま せん で し た 。 残 り の 半分 は 、 合 成 肉 、 強 化 
穀物 、 お よび ナノ フレ ー バ ー の 組み 合わ せ で し た 。 そ の コン ボ の 「 正 し い 」 公 式 を 見 つけ る こと で 、 ラ ボ の 従 
業 員 は ここ 数 週間 24 時 間 働 いて いま し た 。 そ し て 、 ア レッ ク の 顔 の 表情 か ら 判断 する と 、 彼 ら の 仕事 は 終わ っ 


て いま せん で し た 。「 味 は まだ 数 度 ず れ て いま す 」 と 彼 は 彼ら に 言い まし た 。「 そ し て 、 コ フィ と アラ ナ 。 こ 
の テク スチ ャ を 強化 する た め に 何 が で きる か 見 て み ま し ょ う 。」 


アレ ッ ク は チー ム が スク ラン ブル し て ラボ の ベン チ に 戻る の を 見 て 、 ど この ディ ナー テー ブル で も 提 
供 さ れる エキ サイ ティ ング な 新しい 肉 製品 の 発明 を 発表 する の に そう 長く は か か ら な いと 確信 し て い 
まし た 。 そ し て 、 実 際 に は 、 ア レッ ク の 自信 は 非常 に 十分 に 確立 され て いま し た 。 一 つ に は 、 彼 は 世 
界 中 の 食品 科学 で 世界 最高 で 最も 明る い 頭 脳 を 持っ て いて 、 こ こ で 彼 の 研究 室 で 一 緒 に 働い て いま し 
た 。 


アレ ッ ク に も 強い モチ ベー ショ ン が あり まし た 。2023 年 の 食肉 科学 、 つ まり すべ て の 科学 が 、 数 十 年 前 よ 
り も は る か に 刺激 的 で 、 や り が い が あ り 、 や り が い の あ る も の で あっ た こと は 間違い あり ませ ん で し た 。 
「 孤 独 な オオ カミ 」 科 学 か ら グ ロー バル に 調整 され た オー プン プラ ッ ト フ ォ ー ム の 研究 へ の 移行 は 、 す べ 
て の 分 野 で 画 期 的 な アイ デア と 開発 の スピ ー ド と 普及 を 大 幅 に 加速 させ まし た 。 そ の 結果 、 科 学者 は 
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以前 は 非常 に 手 に 負 そ な いと 思わ れ て いた 地球 規模 の 問題 へ の 取り 組み が 実際 に 進歩 し まし た 。 
えば 、 予 防 可能 な 病気 で 人 々 が 頻繁 に 万 く な る こと は な く な り 、 代 替 燃 料 が 主流 に な り ま し た 。 


し か し 、 他 の 傾向 は 厄介 で し た 。 特に 、 彼 の キャ リア 全体 を 食物 の 研究 に 費やし た 科学 者 に に っ て は 
。 子供 た ち が 空 腹 だ っ た 世界 中 の 都市 や 村 で は 、 高 カロ リー の 食事 へ の アク セス が 肥満 や 糖尿 病 の 発 
生 率 の 驚く べき 増加 を も た らし まし た 。 特 に 肉 の 需要 は 高まっ て いま し た が 、 地 球 に 動物 を 追加 する 
と 、 メ タン の 増加 や 水 の 需 要 の 急増 な ど 、 独 自 の 問題 が 発生 し まし た 。 そ し て 、 そ れ が アレ ッ ク が 必 
要 性 と 機会 の 両方 を 見 た 場所 で す 。 よ り 少 な い 本 物 の 肉 を 含む より 健康 的 な 代替 品 を 作成 する こと に 
よっ て 、 地 球 の 肉 供給 を さら に 進め て み ま せ ん か ? 


「 ア レッ ク 、 私 た ち は あ な た が 試す こと が で きる 新しい バー ジョ ン を 持っ て いま す 」 と ラボ 全体 か ら コ フィ は 叫ん だ 。 ア レッ ク は 机 の 


周り で フォ ー ク を 探し て いた の で 、 そ れ は 速かっ た と 思い まし た 。 
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ハッ クア タッ ク 


経済 的 に 不安 定 で ショ ッ ク を 受け や すい 





Hack Attack 


政府 が 層 体 化し 、 犯 罪 者 が 繁栄 し 、 危 険 な イノ ベー ショ ン ガ 出現 


する 世界 


2004 年 の 東南 アジ ア の 津波 や 2010 年 の ハイ チ 地 震 の よう な 壊 
滅 的 な 衝撃 は 確か に 世界 を 突然 の 災害 に 備え させ まし た 。 し 
か し 、 こ の よう な 息 を 呑む よう な 頻度 で 大 規模 な 大 災害 が 発 
生 す る 世界 に は 、 誰 も 準備 が で き て いま せん で し た 。2010 年 
か ら 2020 年 は 、 正 当 な 理由 で 「 運 命 の 10 年 」 と 呼ば れ ま し た 
。2012 年 の オリ ン ピ ッ ク 爆 撃 で 13.000 人 が 死亡 し 、 続 いて イ 
ンド ネシア で 地震 が 発生 し 、40.000 人 が 死亡 し 、 津 波 で ニカ 
ラグ ア が ほぼ 全滅 し 、 西 部 が 襲来 し まし た 。 気候 変動 に 関連 
し た 千年 に 一 度 の 干ばつ に よっ て 引き 起こ され た 中 国 の 飼 魚 





o 


当然 の こと な が ら 、 こ の 致命 的 な 非同期 の 大 惨事 の 最初 の シ 
リー ズ ( さら に 多く が あり まし た ) は 、 ま だ 不況 の 10 年 に 入 
っ た すでに 過大 な スト レス を 受け て いる 世界 経済 に 大 き な 圧 
力 を か け ま し た 。 大 規模 な 人 道 的 救済 





努力 に は 慕 大 な 費用 が か か り ま す が 、 援 助 機関 か ら 先 進 国政 府 まで 
の 主要 な 情報 源 は 、 提 供する 資金 を 使 果 た し て いま し た 。 ほ と ん 
どの 国民 国家 は 、 よ り 多 く の セ キュ リティ 、 よ り 多 く の 医 療 保険 、 
より 多く の 社会 プロ グラ ム と サー ビス 、 お よび より 多く の イン フラ 
スト ラク チャ の 修理 に 対す る 市 民 の 要求 の 高まり に 対応 する どこ ろ 
か 、 も は や 固定 費 を 支払 う 余裕 が あり ませ ん で し た 。 に 














2014 年 、 リ マ の 土砂 月 れ が 数 千 人 を 埋め た と き 、 最 小 限 の 助 
け だ けが 流れ 込み 、 
了 テコ フン ミス トム 見 出し : 「 惑 星 は つい に 破産 し た の か ?」 


これ ら の 悲 惨 な 状況 は 、 厳 し い ト レー ド オ フ を 余儀 な くさ れ 
まし た 。2015 年 、 米 国 は 国防 費 の 大 部 分 を 国内 の 懸念 に 再 配 
分 し 、 復 活 し た タリ バン が 再び 権力 を 掌握 し た アフ ガニ スタ 
ン か ら 撤 退 し まし た 。 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア ジア 、 南 アメ リカ 、 ア 
フリ カ で は 、 ま すま す 多 く の 国 家 が 財政 の 管理 を 失い まし た 





o 


市 民 を 助け 、 安 定 と 秩序 を 維持 する 能力 を 備え て いま す 。 資 
源 の 不足 と 貿易 紛争 は 、 深 刻 な 経済 的 お よび 気候 的 スト レス 
と と も に 、 多 く の 同 盟 お よび パー トナ ー シ ッ プ を 限界 点 に 押 
し 上 げ ま し た 。 そ れ ら は また 、 発 展 途 上 国 の 資源 が 豊富 な 地 
域 で 代理 戦争 と 低 レ ベル の 紛争 を 引き 起こ し た 。 各 国 は 、 国 
内 部 門 を 輸入 か ら 保 護 し 、 世 界 的 な 食料 と 資源 の 不足 に 直面 
し て 、 農 産物 や その 他 の 商品 の 輸出 を 減ら す た め に 貿易 障壁 
を 引き 上 げ ま し た 。2016 年 まで に 、 ベ ルリ ン の 壁 後 の 世界 を 
特徴 づけ て いた 世界 的 な 調整 と 相互 接続 は 、 せ い ぜ い 希薄 で 
し た 。 








政府 の 権力 が 弱まり 、 秩 序 が 急速 に 崩壊 し 、 セ ー フ ティ ネッ ト が 
蒸発 し 、 暴 力 と 犯罪 が さら に 墓 延 し た 。 民 族 的 、 宗 教 的 、 ま た は 
階級 の 分 裂 が ある 国 で は 、 敵 意 が 特に 急激 に 急上昇 し まし た 。 ナ 
クサ ライ ト の 分 離 主 義 者 は 、 東 イン ド で の ゲリラ キャ ン ペ ー ン を 
劇 的 に 拡大 し まし た 。lsraeliPalestinian 流 血 は エス カレ ー ト し まし 
た 。 そ し て アフ リカ 全土 で 、 民 族 的 また は 部 族 的 な 線 に 治っ て 噴 
火 し た 資源 を めぐ る 戦い 。 一 方 、 過 大 な 負担 を か けら れ た 軍隊 や 
警察 は 、 成 長 する 犯罪 者 や テロ リス ト の コミ ュ ニ ティ が 権力 を 獲 
得する の を 阻止 する こと は ほとん ど で き ませ ん で し た 。 テ クノ ロ 
ジー 対応 の ギャ ング 














そし て ネッ トワ ー ク 化 さ れ た 犯罪 企業 は 、 国 家 の 層 さ と 個人 
の 絶望 の 両方 を 悪用 し まし た 。 こ れ ら の 「 グ ロー バル ゲリラ 
」 は 、 ま すま す 容 易 に 、 不 法 な 製品 を 地下 チャ ネル を 通じ て 
貧し い 生 産 国 か ら 先 進 国 の 市 場 に 移動 させ まし た 。 彼ら は 引 
退 し た 727 や その 他 の 不正 な 航空 機 を 使用 し て 、 南 アメ リカ 
か ら ア フリ カ ま で 大 西洋 を 横断 し 、 コ カイ ン 、 武 器 、 工 作 貞 
を 輸送 し まし た 。 麻薬 と 銃 の お 金 は 、 必 死に 貸し い 人 々 の た 
め の 一 般 的 な 募集 ツー ル に な り ま し た 。 














犯罪 ネッ トワ ー ク は また 、 リ バー スエ ンジ ニア リン グ に よる 
合法 的 な 商品 の 偽造 に 高度 に 熟練 し まし た 。 こ れ ら の 「 盗 品 
」 や 模 依 品 の 多く は 、 品 質 が 低い か 、 ま っ た く 危 険 で し た 。 

弱い 医療 制度 、 汚 職 、 お よび 基準 へ の 不 注意 の 文脈 で 、 国 内 
また は 世界 保健 機関 の よう な 世界 的 な 組織 か ら 、 汚 染 さ れ た 
ワク チン が いく つか の アフ リカ 諸国 の 公衆 衛生 シス テム に 入 
り ま し た 。2021 年 、 コ ー ト ジ ボ ワ ー ル の 600 人 の 子供 が 偽 の B 
型 肝炎 ワク チン で 死亡 し まし た 。 こ れ は 、 数 年 後 の 汚染 され 
た 抗 マ ラリ ア 薬 に よる 大 量 死 に よっ て 引き 起こ され た スキ ャ 
ンダ ル と 比較 し て 見 当 り し まし た 。 死亡 と その 結果 と し て の 
スキ ャ ンダ ル は 、 ワ クチ ン 提 供 に 対す る 国民 の 信頼 に 大 きく 
影響 し まし た 。 ア フリ カ だ け で な く 他 の 場所 の 両親 
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シナ リオ の 物語 ハッ クア タッ ク 


「 私 た ち は 、 強 力 な 中 央 州 と この 恋愛 


関係 を 持っ て いま す 。 


し か し 、 そ れ だ けが 可能 性 で は あり ま : 
せん 。 テ クノ ロジ ー は 


これ を アフ リカ に と っ て さら に 現実 的 な も の 
に する つも り で す 。 同 じ 携帯 電話 の 浸透 が : 
あり ます 
ルワンダ と 同様 に ソマリ ア で の 料金 。 


その 点 で 、 ソ マリ ア 
動作 し ます 。」 


ー Aidan Eyakuze、 国 際 学 会 


開発 、 タ ン ザ ニア 


子ども へ の 予防 接種 を 避け 始め 、 乳 幼児 死亡 率 が 1970 年 代 以 
来 見 られ な か っ た レベ ル に まで 上 昇 す る の は そう 長く は あり 
ませ ん で し た 。 


テク ノロ ジー ハッ カー も 一 生 懸 命 働い て いま し た 。 イ ンタ ー 
ネッ ト 誕 欺 と ね ずみ 講 が 受信 トレ イ を 悩ま せま し た 。 一 方 、 
より 洗練 され た ハッ カー は 、 フ ィ ッ シン グ 誕 欺 や デー タ ベ ー 
ス 情報 の 強盗 を 介し て 企業 、 政 府 シ ステ ム 、 銀 行 を 倒 そ うと 
し 、 そ の 多く の 成功 に より 数 十 億 ドル の 損失 が 発生 し まし た 
。 自分 自身 と 彼ら の 知 的 財産 、 少 数 の 多国 籍 企業 を 守る た め 
に 必死 で す 


依然 と し て 繁栄 し て いる 強力 な 、 ま すま す 複 雑 な 防御 策 を 制定 し 
まし た 。 企 業 が 最も 小さ な イノ ベー ショ ン で さえ 主張 し 、 制 御 す 
る た め に 戦っ た た め 、 特 許 出願 は 急増 し 、 特 許 の 厚 さ は 急増 し ま 
し た 。 セ キュ リティ 対策 と スク リー ニン グ が 強化 され まし た 。 


この 「 ワ イル ドウ ェ ス ト ,」 環境 は 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 大 き な 影 

を 与え まし た 。 ハ ッ キ ング の 私 威 と 非常 に 多く の 盗難 や 偽物 の 存 
在 に より 、「 私 も 」 テ クノ ロジ ー で は な く 「 私 が 最初 」 の テク ノ 
ロジ ー を 作成 する イン セン ティ ブ が 低下 し まし た 。 そ し て 、 非 常 
に 多く の 特許 の 厚 さ は 、 ア イデ ア と 研究 の 相互 受粉 を せい ぜ い 困 
難 に し まし た 。 大 ヒッ ト 医 薬品 は すぐ に 過去 の 遺物 に な り 、 ジ ェ 
ネリ ッ ク 医 薬品 の 生産 が 増加 し まし た 。 画 期 的 な イノ ベー ショ ン 
は 依然 と し て さま ざま な 業界 で 発生 に し まし た が 、 そ れ ら は 簡単 に 
複製 また は 再 設計 で き な い テク ノロ ジー に 重点 を 置い て いま し た 
。 そし て 、 一 度 作成 され る と 、 彼 ら は 発明 家 に よっ て 、 あ る い は 
彼ら の 国 に よっ て さえ も 強力 に 守ら れ て いま し た 。2022 年 、 ブ ラ 
ジル で の バイ オ 燃 料 の 飛躍 的 進歩 は 国宝 と し て 保護 され 、 他 国 と 
の 貿易 に お ける 交渉 の 切り 札 と し て 使用 され まし た 。 





何 か の 信 閣 性 を 検証 する こと は ます ます 困難 に な り ま 
し た 。 作 成す る た め の い くつ か の 企業 や NGO の 英雄 的 
な 支 力 








シナ リオ の 物語 ハッ クア タッ ク 


ーー 回 還 


認め られ た 安全 と 承認 の アザ ラ シ は 、 そ れ ら の アザ ラ シ が 
ハッ キン グ さ れ た 場合 で も 効果 が な いこ と が 証明 され まし 
た 。 モ バイ ル 革 命 と イン ター ネッ ト 革 命 の プラ ス の 効果 は 
、 詐 欺 や ウイ ルス の 増殖 に 伴う 脆弱 性 の 増大 に よっ て 和 ら 
げ ば られ 、 こ れ ら の ネッ トワ ー ク が 発展 途上 経済 の バッ クボ 
ー ン 、 ま た は 誰 に と っ て も 信頼 で きる 情報 源 に な る た め に 
必要 な 信頼 性 を 達成 で き な く な っ た 。 


興味 深い こと に 、 す べ て の 「 ハ ッ キ ング 」 が 悪かっ た わけ で 
は あり ませ ん 。 遺伝 子 組 み 換え 作物 ( GMO ) と 日 曜 大 エ (D 
IY ) の バイ オ テ ク ノロ ジー は 、 裏 庭 や ガレ ー ジ の 活動 と な り 
、 重 要 な 進歩 を も た らし まし た 。2017 年 、 西 側 の 多国 籍 企業 
で 働い た 後に 母国 に 戻っ た 反逆 的 な アフ リカ の 科学 者 の ネッ 
トワ ー ク は 、 大 陸 の 農業 生産 性 を 高め た 一 連 の 新しい GMO の 
最初 の も の を 発表 し まし た 。 


し か し 、 そ の よう な 勢力 に も か か わら ず 、 世 界 の 持っ て いる / 持 っ て いな い ギ ャ 


ッ プ は か つて な い ほ ど 大 きく な り ま し た 。 非 常に 金持ち は まだ 自分 自身 を 守る 





た め の 経 済 的 手段 持っ て いま し た 。 ニ ュー ヨー ク か ら ラ ゴス に ゲー トコ ミュ 








ニテ ィ が 出現 し 、 ス ラム 街 に 囲ま れ た 安全 な 避難 所 を 提供 し まし た 。2025 年 に 











、 構 築 し た いこ と は デリ ゲー ル で し た 


家 で す が 、 武 装 し た 要員 に よっ て 守ら れ た 壁 の 高い 要 寒 で す 
。 裕福 な 人 々 は また 、 実 験 する た め に 緩い 規制 環境 を 利用 し 
まし た 


高度 な 医療 や その 他 の レー ダー の 下 で の 活動 で 。 


混 池 か ら 抜け 出す こと が で き な か っ た 人 々 ( ほとん どの 人 ) 
は 、 見 つけ た 「 安 全 」 に 後退 し まし た 。 機 会 が 凍結 され 、 グ 
ロー バル な モビ リティ が ほぼ 停止 状態 に な り 、 よ り 多 く の 人 
々 、 特 に より 貧し い 人 々 を 望ん で いた 場所 は あり ませ ん で し 
た 。 武 将 、 福 音 派 の 説教 者 、 母 親 な ど 、 安 全 と 生存 を 保証 し 
た 人 々 に 信頼 が 与え られ まし た 。 い くつ か の 場所 で は 、 国 家 
の 能力 の 崩壊 が 封建 制 の 復活 に つなが り ま し た 。 他 の 分 野 で 
は 、 人 々 は 、 以 前 は 大 規模 な シス テム の 孤立 し た マイ クロ バ 
ー ジ ョ ン と し て 動作 する 、 よ り 回 復 力 の ある コミ ュ ニ ティ を 
作成 する こと が で きま し た 。 各 国政 府 の 弱体 化 は また 、 草 の 
根 運動 が 形成 され 成長 する こと を 可能 に し 、 暗 間 の 中 で 希望 
の 光線 を 生み 出し まし た 。2030 年 まで に 、・* 
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見 出し ハッ ク 攻 撃 中 

















ミレ ニア ム イス ラム テロ ウォ ー ロ ー ド ディ スペ ンス バイ タル 
開発 目標 ネッ トワ ー ク は で 繁栄 し ます 国境 な き 医 師団 南東 へ の 菜 
2020 年 に 押し 戻さ れ た ラテ ン ア メリ カ 境内 に 閉じ 込め られ た アジ ア の コミ ュ ニ ティ 
( 2012 ) ( 2016 ) ( 2020 ) ( 2028 ) 





に 対す る 暴力 コン ゴ の 死亡 者 数 苦労 し て いる 国々 イン ド - パ キス タン 
マイ ノリ ティ と 移民 マラ リア で 10.000 リソー ス 制 約 の 競争 水 戦 争 の 怒り 
アジ ア 全 域 の スパ イク 麻薬 スキ ャ ンダ ル ( 2018 ) 合成 生物 学 を スケ ー リ ング する ( 2 (2027 ) 


( 2014 ) 





021 ) 


半 活動 の 役割 ハッ ク 攻 撃 中 


慈善 活動 は 、 安 定 を 促進 し 、 基 本 的 な 生存 の ニー ズ に 対処 する こと より も 、 変 化 に 影響 を 与え る こと に つ 
いて で は あり ませ ん 。 慈 善 団体 は 、 草 の 根 レ ベル で の 緊急 の 人 道 的 取り 組み を 支援 する た め に 動き 、 地 域 


の 状況 の 変化 の 触媒 で ある 「 ハ 


ッ カ ー」 と イノ ベー ター を 特定 する こと に よっ て 「 ゲ リラ 慈善 活動 」 を 行 


いま す 。 し か し 、 多 く の 詐 欺 や 欺 購 の 中 で 検証 が 難し いた め 、 親 社会 起業 家 を 特定 する こと は 困難 で す 。 


この 世界 の 運用 モデ ル は 、 慈 善 
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団体 が 詐欺 や 信頼 の 欠如 と 戦う た め に 強力 な 単 二 の ユ ニッ ト に 合体 する 





「 要塞 モデ ル 」 で す 。 慈善 活動 の 最大 の 資産 は 、 そ の 評判 、 ブ ラン ド 、 お よび 箇 威 や 不安 定 化 の 試み を 回 
避 す る た め の 法 的 / 財 政 的 能力 で す 。 彼 ら は また 、 あ まり グロ ー バ ル で は な い ア プロ ー チ を 追求 し 、 母 国 ま 
た は 彼ら が よく 知っ て いて 安全 で ある と 認識 し て いる いく つか の 国 で 仕事 を する こと に 後退 し ます 。 
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技術 ハッ ク 攻 撃 中 


市 場 へ の アク セス や 知識 の 創造 と 共有 に 対す る 障害 が 増え る と 、 技 術 革新 の ペー ス が 遅く な り ま す 。 偽 造 
や IP 盗難 が 元 の イノ ベー ショ ン へ の イン セン ティ ブ を 低下 させ る た め 、 既 存 の テク ノロ ジー の 創造 的 な 転 
用 は 、 善 悪 を 問わ ず 広 く 行 われ て いま す 。 禄 易 紛 争 と 資源 不足 の 世界 で は 、 も は や 利用 で き な い も の の 代 
替 品 を 見 つけ る こと に 多く の 努力 が 注 が れ て いま す 。 幹 延 する 不安 は 、 生 命 の スト レス か ら 快 楽 主 義 的 な 
脱出 を 可能 に する 技術 と 同様 に 、 攻 撃 性 と 保護 の ツー ル ( 仮想 的 お よび 身体 的 ) の 語 要 が 高い こと を 意味 
し ます 。 


丸 を た る が に する 応 基 邦 の ある テク ン ワ ジー の 人 ハレ ン だ と アプ ソソ ケー ショ ン : 


・19 世 紀 の 合 成 化学 物質 の 台頭 を 反映 し て 、 合 成 生物 学 は 、 多 く の 場 合 国 の 資金 で 運営 され 、 不 足 
し て いる 資源 や 食料 を 「 成 長 」 さ せる た め に 使用 され ます 。 


兵器 化 さ れ た 生物 学 的 病原 体 や 破壊 的 な ボッ ト ネ ッ ト な どの 新しい 脅威 が 世間 の 注目 を 集め 
て いま す が 、AK-47 の よう な 永続 的 な 技術 も 、 世 界 の ゲリラ に 選ば れる 武器 で あり 続け て い 
まま 838 


イン ター ネッ ト は スパ ム や セキ ュ リ ティ の 化 威 で 溢れ か えっ て お り 、 特 に 政府 が 活動 を 監視 、 
特定 、 制 限 で き な い 「 ダ ー ク ウェ ブ 」 で は 、 違 法 行為 と 強く 関連 し て いま す 。 


身元 確認 技術 は 日 常 生 活 の 定番 に な り 、 い くつ か の 問題 が あり ます 。2017 年 に ハッ カー に よっ て 
盗ま れ た 網膜 記録 の デー タベース を 使用 し て 、2020 年 代 半 ば に まだ 「 大 規模 」 な 多数 の 偽 の 身元 
を 作成 し て いま す 。 


美容 整形 の コス ト が 下がる に つれ 、 昼 食 時 の フェ イス リフ ト の よう な 手順 は 、 新 興 の 中 産 階 
級 の 間 で 日 常 的 に な り ま す 。 
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生活 ハッ ク 攻 撃 中 


トレ ント 政府 の 謙 報 員 と し て の 彼 の 過去 の 経験 が 何 か .…. 慈 善 活動 に 変わ る と は 決し て 思っ て いま 
せん で し た 。 し か し 、 央 贈 と 詐欺 に 満ち た 世界 で は 、 事 実 を フィ クシ ョ ン か ら 識 別 し 、 迅 速 で あり な 
が ら 深い 地元 の 知識 を 開発 する 彼 の スキ ル は 高く 評価 され まし た 。 彼 は 3 か 月 間 、 開 発 組織 で 働い て い 
まし た 。 ボ ツ ワ ナ の 「 灰 色 」 の 地域 で 何 が 起こ っ て いる の か を 調べ る た め に 雇 わ れ ま し た 。 ボ ツ ワ ナ 
は 、 か つて は その 優れ た 統治 で 賞賛 され て いま し た が 、 法 律 や 制度 が 衰退 し 始め て いま し た 。 過 去 数 
年 間 、 腐 敗 が 増加 し て いま す 。 彼 の 指示 は 単純 で し た 。 機能 不 全 ( トレ ント が 見 る こと が で きた 、 ど 
こ に で も あっ た ) に 焦点 を 合わ せる の で は な く 、 混 乱 を 調べ て 実際 に 何 が 機能 し て いる か を 確認 し ま 
す 。 ス マー ト で 優れ て お り 、 他 の 場所 で 採用 また は 実装 され る 可能 性 の ある 地域 の イノ ベー ショ ン と 
実践 を 見 つけ ます 。 


彼 の ボツ ワナ へ の 旅行 は 、 穏 や か に 言え ば 、 波 乱 に 富ん だ も の で し た 。 最 近 、 定 刻 便 は めった に な く 
、 着 陸 許 可 の スナ フス の た め に 飛行 機 は 3 回 辻 回 し まし た 。 ハ ボロ ー ネ 空 港 で は 、 ト レン ト が 税関 と 入 
国 審 査 を 通 過 する の に 6 時 間 か か り ま し た 。 空港 は 人 員 を 失い 、 当 直 の 人 た ち は 彼 の ビザ を 精査 し 、 再 
精査 する の に 時 間 を か け ま し た 。 ボ ツ ワ ナ に は 、 ほ と ん どの 先進 国 が 空港 、 国 境 沿い 、 政 府 の 建物 に 
豊富 に ある ハイ テク 生体 認証 スキ ャ ンチ ェ ッ ク ポ イン ト ( 文字 通り あな た を 通し て 直接 見 る こと が で 
きる 技術 ) が あり ませ ん で し た 。 ト レン ト は 空港 を 出る と 、 警 察 の 肩 に か けら れ た だ け で な く 、 一 般 
の 人 々 に よっ て 運ば れ た 銃 の 数 に ショ ッ ク を 受け まし た 。 彼 は 片方 の 腕 に 赤ちゃん が いて 、 も う 片 方 
の 腕 に AK-47 を 持っ て いる 母親 を 見 さそ し まし た 。 


彼 を 雇っ た 組織 は 、 お そら くそ れ を ゲリラ 慈善 活動 と 呼ぶ こと で 実現 し た より も 正しかっ た で し ょ う 。 
ハ ボ ロー ネ で リー ド を 追い か ける の に 何 週間 も 費やし た 後 、 不 幸 な ステ ィ ン ト で 彼 は カラ ハリ 砂漠 を 一 
人 で 何 マ イル も ハイ キン グ し まし た 





N ジ 
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砂漠 の トレ ント は 、 自 分 が チヨ ベ の 森 の 奥深 く を 旅 し て いる こと に 気づき まし た ( 砂 を すべ て 吸い 込 
ん だ こと か ら 、 素 晴らし い 休 息 を と っ た と 彼 は 思い まし た ) 。 彼 の 情報 提供 者 の 一 人 は 、 森 の 北 の 境 
界 に 沿っ て 流れ る チョ ベ 川 の ほとり に 独自 の バイ オ テ ク ノロ ジー 研究 所 を 設立 し た 賢い 若者 の グル ー 
プ に つい て 彼 に 話し まし た 。 彼 は 、 彼 が よく 聞い た 森 の 賭 周 で は な く 、 助 成金 を 出す た め の 十 分 な 資 
金 を 備え て いま し た 。 彼 の 周り の 世界 で 何 が 起こ っ て いた か に 関係 な く 、 彼 は 倫理 的 に 行動 する よう 
に 厳し い 命令 を 受け て いま し た 。 ト レン ト は また 、 ボ ツ ワ ナ で 非常 に 活発 で 影響 力 を 持つ よう に な っ 
た ロシア の マフ ィ ア や 中 国 の トラ イア ド を 含む 国際 犯罪 シン ジ ケ ー ト に 誘拐 され な いよ うに 、 彼 の 足 
跡 を 注意 深く カバ ー し まし た 。 し か し 、 彼 は つい に 研究 室 に た どり 着き まし た 。 研 究 室 は 後に 地元 の 
銃 の 支配 者 の 保護 下 に ある こと を 知り まし た 。 予想 通り 、 偽 造 ワ フク チン が 製造 され て いま し た 。 し か 
し 、GMO シ ー ド も そう で し た 。 そ し て 合成 タン パク 質 。 そ し て 、 彼 を 雇っ た 人 々 が 知り た いと 思う 他 
の 多く の 革新 。 
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スマ ー ト スク ラン ブル 





Smart Scramble 


個人 と コミ ュ ニ ティ が 増大 する 一 連 の 問題 に 対す る ロー カラ イズ され 


た その 場 し の ぎの 解決 策 を 開発 する 経済 的 に 落ち 込ん だ 世界 


2008 年 に 始ま っ た 世界 的 な 景気 後退 は 、2010 年 に 引き ずら れ 
る こと は な く 、 前 進 し まし た 。 市 場 や 経済 を 活性 化 さ せる た 
め の 活 発 な 試み は うま くい か な か っ た か 、 少 な く と も 着実 な 
下落 を 逆転 させ る の に 十分 な 速 さ で は あり ませ ん で し た 。 先 
進 国 に 掛か っ て いる 民間 と 公 的 債務 の 合計 負担 は 、 先 進 国 と 
( 以前 の ) 豊か な 市 場 へ の 輸出 に 依存 し て いる 経済 を 抱え る 
発展 途上 国 の 両方 で 、 経 済 活動 を 抑制 し 続け まし た 。 経済 活 
動 を 後押し する 能力 が な けれ ば 、 多 く の 国 は 借金 が 深まり 、 

市 民 の 不安 と 犯罪 率 が 上 昇 す る の を 見 まし た 。 米国 も また 、 

債務 の 深刻 化 、 市 場 の 衰退 、 政 府 の 混乱 に より 、 国 際 舞 台 で 
の 存在 感 と 信頼 性 の 多く を 失い まし た 。 こ れ は 、 順 番 に 、 多 
く の 破 砕 ま た は デカ ッ プ リン グ に つなが り ま し た 


米国 の 継続 的 な 力 に よっ て 開始 され た 、 ま た は それ に 依存 し 
た 国際 協力 。 





また 、 社 会 の 安定 が より 不安 定 に な っ た 中 国 も 問題 を 抱え て 
いま し た 。 中 国 の 急速 な 成長 の 生態 学 的 影響 と 相まって 、 落 
ち 込ん だ 経済 活動 が 始ま り ま し た 


彼ら の 犠牲 を 払う た め に 、1989 年 以来 保持 し て いた 不安 定 な 
バラ ンス を 最終 的 に 崩壊 させ まし た 。 中 国人 は 、 国 内 で 深刻 
な 政治 的 お よび 経済 的 不安 定 を 管理 する こと に 焦点 を 合わ せ 
、 ア フリ カ や 発展 途上 国 の 他 の 地域 へ の 投資 を 大 幅 に 削減 し 
まし た 。 実際 、 ア フリ カ へ の ほぼ すべ て の 外国 投資 、 な ら び 
に 最貧 国 へ の 正式 な 制度 的 援助 や その 他 の 支援 は 、 最 も 深刻 
な 人 道 的 緊急 事態 を 除い て 削減 され まし た 。 全 体 的 に 、 経 済 


還 昌 昌和 


安定 性 が 非常 に 不安 定 で ある た め 、 突 然 の 気候 ショ ッ ク や その 他 
の 災害 が 発生 する と 、 世 界 は 追い 風 に 陥る 可能 性 が あり ます 。 幸 
いな こと に 、 こ れ ら の 大 き な シ ョ ッ ク は 発生 し ませ ん で し た が 、 
将来 起こ りう る 懸念 が 長引い て いま し た 。 


誰 も が 将来 に つい て 考え る 時 間 が な か っ た わけ で は あり ませ 
ん 。 現在 の 課題 は あま り に も 差し 迫っ て いま し た 。 先進 国 で 
は 、 失 業 率 が 急上昇 し まし た 。 企 業 や 業界 が ネイ ティ ブ 生 ま 
れ の 市 民 に 利用 可能 な 仕事 を ほとん ど 与 え ず 、 外 国生 まれ の 
応募 者 を 敬 彰 し た た め 、 外 国人 排 胡 も 同様 で し た 。 先進 国 に 
再 定住 し た 多く の 移民 は 、 彼 ら を 引き 付け た 経済 的 機会 が 今 
や せい ぜ い わ ず か で ある こと に 突然 気づき まし た 。2018 年 ま 
で に 、 ロ ンド ン は 彼ら の 教育 と スキ ル を 持っ て 母国 に 戻っ た 
た め 、 移 民 を 使い 果たし て いま し た 。 以 前 は 移民 が 所 有 し て 
いた 店 が 空っぽ ぼ だ っ た た め 、 逆 移民 は 、 社 会 的 に も 文字 通り 
に も 、 出 発 の コミ ュ ニ ティ に 穴 を 残し まし た 。 


そし て 彼ら の 故 卿 は それ ら を 必要 と し て いま し た 。 発展 途上 
国 全体 、 特 に アフ リカ で は 、 経 済 の 存続 は 今や 地元 の 手 に し 
っ か り と 委ね られ て いま す 。 「 公 式 の 」 組 織 化 さ れ た チャ ネ 
ル を 通じ て 提供 され る 支援 や 援助 は ほとん ど な く 、 強 力 な 皿 
易 と 外貨 の 収益 が な い 場 合 、 ほ と ん どの 人 々 と コミ ュ ニ ティ 
に は 





選択 する が 、 自 分 自身 を 助け り 、 ま すま す お 互い を 助け る こと 。 し 
か し 、「 生 存 」 と 「 成 功 」 は 、 国 だ け で な く 、 都 市 や コミ ュ ニ テ 
ィ に よっ て 、 場 所 に よっ て 大 きく 異な り ま し た 。 失敗 国家 内 の コ 
ミュ ニテ ィ が 最も 苦し み 、 彼 ら の 貧し い 人 々 は さら に 貧し く な り 
まし た 。 多 く の 場 所 で 、 政 治 的 リー ダー シッ プ の 和 失敗 と 経済 的 双 
さ お よ び 社 会 的 紛争 の スト レス は 、 人 々 が 彼ら を 超え て 立ち 上 が 
る 能力 を 抑制 し まし た 


悲惨 な 状況 。 


当然 の こと な が ら 、 発 展 途 上 国 の 多く で は 、IT や 貿易 な どの 
リソー ス へ の アク セス と アク セス が 制限 され て いる た め 、 都 
市 部 以外 の 居住 者 の 生存 と 自給 自足 が は る か に 困難 で ある た 
め 、 農 村 部 と 都市 部 の 格差 は 大 きく 広がっ つて いま す 。 電子 メ 
ー ル か ら 電 話 、Web 投 稿 まで 、 以 前 は 1 つの 家族 、1 つ の 村 、 
また は 1 人 の 学生 と 他 の 場所 の 対応 者 と の 橋渡し を し て いた 
コミ ュ ニ ケー ショ ン と や り 取 り の 信頼 性 が 低下 し まし た 。 イ 
ンタ ーネット アク セス は 、2010 年 の ステ ー タ ス を は る か に 超 
えて 進歩 し て いま せん で し た 。 


必要 な イン フラ スト ラク チャ を 構築 する た め に 必要 な 投資 額 
は 、 単 に そこ に あり ませ ん で し た 。 携帯 電話 の 塔 や 光 フ ァ イ 
バー ケー ブル が 故障 し た と き 、 修 理 は し ば し ば 数 ヶ月 ある い 
は 数 年 も 遅れ まし た 。 そ の 結果 、 特 定 の 地域 の 人 々 だ けが 最 
新 の も の に アク セス で きま し た 
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「 ア イデ ア の 広がり 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 ピ ビア へ の 
クセ ス に 依存 

グル ー プ 、 お よび の コミ ュ ニ ティ 
練習 。 誰 か が いた と し て も 
何 か を 作る た め の 青 写真 が あり ます : 
が 、 材 料 や 知識 が な い 可 能 性 が あり ます : 
どう や っ て 。 こ の よう な 世界 で 、 こ ね 
ら の コミ ュ ニ ティ 間 で どの よう に 研究 の 
エコ シス テム を 作成 し ます か ?」  : 


タタ ロブ タス ァイル タタ 内 人 休 イノ ベー ショ : 


イニ シア チ ブ ( IIH ) 、MIT 


コミ ュ ニ ケー ショ ン と イン ター ネッ ト ガ ジェ ッ ト 、 他 の ガジェット 


は その よう な 接続 の 欠如 の た め に より 孤立 し まし た 。 


し か し 、 銀 の 斉 地 が あり まし た 。 イ ンド ネシア 、 ル ワン タダ 、 
トル コ 、 ベ トナ ム な ど 、2008 年 か ら 2010 年 の 危機 の 前 に 経済 
が すでに 自立 し た ダイ ナミ クス を 生み 出し 始め て いた 発展 途 
上 国 の より 先進 的 な 地域 で は 、 政 府 の 能力 が 向上 し まし た 。 
天然 資源 へ の アク セス が 良好 な 地域 、 多 様 な スキ ルセット 、 


重複 する 機関 の より 強力 な セッ ト は 、 他 の 機関 より も は る か に 優れ 
て いま し た 。 多 数 の 「 帰 還 者 」 が 変化 と 改善 を 推進 する の に 役立っ 
た 都市 や コミ ュ ニ ティ も そう だ っ た 。 こ れ ら の より 良い 場所 で の ほ 
と ん どの 革新 は 、 特 定 の 状況 に より 適応 する よう に 既存 の デバ イス 
と テク ノロ ジー を 変更 する こと を 含み まし た 。 し か し 、 人 々 は また 
、 生 き 残 る 能力 を 向上 させ 、 場 合 に よっ て は 次 の こと を 実現 する た 
め の 新しい 方 法 ( 技術 的 お よび 非 技術 的 ) を 発見 また は 発明 し まし 
だ た 。 


彼ら の 全体 的 な 生活 水準 を 上 げ る 。 ア クラ で は 、 帰 国 し た ガ 
ー ナ の MIT 教 授 が 、 再 定住 し た 製薬 研究 者 と 協力 し て 、 結 核 に 
対す る 安価 な 食用 ワク チン の 発明 を 支援 し 、 大 陸 全 体 の 乳 幼 
児 死亡 率 を 劇 的 に 減少 させ まし た 。 ナ イロ ビ で は 、 帰 中 者 が 
地元 の 「 万 人 の た め の 職 業 教育 」 プ ロジ ェクト を 立ち 上 げ 、 

大 成功 を 収め 、 す ぐに サハ ラ 以 南 の アフ リカ の 他 の 地域 で も 
再現 され まし た 。 


浄水 や エネ ルギー の 利用 か ら 作 物 の 収穫 量 や 病気 の 制御 の 改善 まで 、 あ ら 
ゆる も の に 対応 する 、 そ の 場 し の ぎの 「 十 分 に 優れ た 」 テ クノ ロジ ー ソ リ 
ュー ショ ン が 登場 し 、 ギ ャ ッ プ を 埋め まし た 。 コ ミュ ニテ ィ は より 緊密 に 
な り ま し た 。 マ イク ロマ ニュ ファ クチ ャ リン グ 、 共 同 庭園 、 パ ッ チ ワー ク 
エネ ルギー グリ ッ ド は 、 地 域 の 目的 の た め に 地域 レベ ル で 作成 され まし た 
。 多く の コミ ュ ニ ティ が 協同 組合 の オー ラ を 引き 受け 、 一 部 の コミ ュ ニ テ 


イィ は 立ち 上 げ さ え し まし た 





シナ リオ の 物語 スマ ー ト スク ラン ブル 


や べつ = つ t5※5 シ 5 ニ {〈、、、 回 


地元 の 貿易 を 促進 し 、 コ ミュ ニテ ィ を 近づけ る よう に 設計 さ 
れ た 通貨 。 こ れ は 、 ロ ー カ ライ ズ さ れ た 実験 が 急増 し 、 成 功 
また は 失 必 し た イン ド ほ ど 真 実 で あり 、 国 の 他 の 地域 や 世界 
と の つなが りや 影響 は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 


これ ら の 開発 は 励み に な り ま し た が 、 替 立た し いも の で も あり まし た 。 
永続 的 な 貿易 と FDI チ ャ ネル が な い 場 合 、 地 域 の 実験 と 革新 は 、 全 体 的 
な 成長 を 拡大 する こと も 後押し する こと も で きま せん で し た 。 探し て い 
る 人 に と っ て 、 創 造 的 な 解決 策 を 見 つけ た り 、 ア クセ ス し た りす る こと 
は 困難 で し た 。 互 換 性 の ある テク ノロ ジー 標準 が な いた め 、 ス ケー リン 
グ が さら に 阻害 され 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 再現 が 困難 に な り ま し た 。 中 国 
の 田舎 で 開発 され た アプ リ は 、 イ ンド の 都市 で は 機能 し ませ ん で し た 。 





高速 イン ター ネッ ト ア クセ ス 一 政府 が 弱い に も か か わら ず 、 一 
部 の 地域 で 徐々 に 出現 し まし た 


また は 慈善 活動 の 支援 一 発展 途上 国 の 孤立 し た ポケ ッ ト に い 
る 学生 が 、 書 か れ た 言葉 や ビデ オ な どの 他 の メデ ィ ア を 通じ 
て 知識 や 指導 に アク セス で きる よう に し まし た 。 し か し 、 具 
体 的 な デバ イス 、 製 品 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 開発 は 、 現 地 の 製 
造 ス キル と 能力 が まだ 拡大 され て いな い 場 所 で は 遅れ を と っ 
て いま し た 。 よ り 複 雑 な エン ジニ アリ ング ソリ ュー ショ ン は 
、 開 発 と 普及 が さら に 困難 で ある こと が 判明 し まし た 。 


2025 年 まで に 、 コ ラボ レー ショ ン は よう や く 改 善 され 、 研 究 と 共 
有 の エコ シス テム ( その 多く は 「 仮 想 」 ) が 出現 し 始め まし た 。 
し か し 、 グ ロー バル な 経済 統合 と コラ ボレー ショ ン に 大 き な 進 展 
が な けれ ば 、 多 く の 人 が 、 優 れ た アイ デア が 孤立 し た まま で あり 
、 存 続 と 成功 が グロ ー バ ル ま た は 国内 で は な く 、 ロ ー カ ル な 現象 
の まま で ある と 懸念 し て いま し た 。・ 
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見 出し スマ イート スク ラン ブル で 


東南 アジ ア の 国立 医療 研究 

所 ヘラ ルド 中 国政 府 

の 新しい 診断 抗議 と し て 圧力 を か けら れ た 仙人 鐘 の た まり 場 
在 来 の 病気 250 都 市 に 広がる ( 2017 ) エチ オ ピ ア ー 再び 
( 2013 ) ( 2022 ) 


Maker Faire ガ ー ナ が 「 ア イド ル 」 フ ラ 
ンチ ャ イズ と 提携 し 、 若 い イ ノ ベ ー タ 
ー に スポ ッ ト ラ イト を 当て る 

( 2027 ) 























低 コ スト の 水 「 帰 国 者 」 イ ノ ベ ー タ ー 
浄化 装置 の 半分 国内 市 場 を 超え て 販売 を 拡大 
イン ド の 下痢 に よる 死亡 する の に 苦労 
( 2015 ) ( 2020 ) 
に 2 ラン ゴブ 
慈善 活動 の 役割 スイー トス クラ ン ブ ル で 





慈善 団体 は 、 人 々 に より 迅速 に 連絡 を 取り 、 短 期 的 な 問題 を 解決 する た め に 、 





VC 支出 
サブ サハ ラ 内 
アフ リカ トリ プル 
( 2025 ) 


革 の 根 レ ベル で 資金 を 提供 する こと 


を 目指 し て いま す 。 こ の 世界 の メタ ゴー ル は スケ ー ル アッ プ す る こと で す 。 グ ロー バル な 調整 な し で は イノ ベー シ 
ヨン は それ 自体 で スケ ー ル する こと は で き な い た め 、 個 人 か ら 組 織 を 通じ て 能力 を 特定 し て 構築 する こと で す 。 慈 
善 活動 に は 、 高 度 に ロー カラ イズ され た ソリ ュー ショ ン を 特定 する た め の 鋭 い ス クリ ー ニ ング 能力 が 必要 で す 。 専 
門 知識 の 専門 的 な ポケ ッ ト に より 、 パ ー ト ナー シッ プ が より 困難 に な り 、 セ クタ ー 間 の 移行 や 問題 の 達成 が 困難 に 


な り ま す 。 


慈善 活動 は 分 散 化 さ れ て いま す 。 本 社 は それ ほど 重要 で は な く 、 世 界 の さま ざま な 地域 に すばやく アク セ 
ス し 、 急 な 通知 で チー ム を 再 構成 する 機能 が 重要 で す 。 無 数 の パイ ロッ ト プ ロ ジェ クト の テス ト 、 評 価 、 
レポ ー ト を 行う 多く の 人 々 が 現場 に いる た め 、 オ フィ スス ペー ス は 月 や 年 で は な く 日 また は 週 ご と に 賃貸 


され ます 。 
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先進 国 の 経済 的 お よび 政治 的 不安 定性 は 社会 を 崩壊 させ 、 技 術 開発 の た め の 資 源 は 減少 し 、 二 能 の ある 移 
民 は 彼ら の 出身 国 に 戻る こと を 余儀 な くさ れ て いま す 。 そ の 結果 、 容 量 と 知識 が より 広く 分 散 さ れ 、 日 曜 
大 工 の イノ ベー ショ ン の 小さ な ポケ ッ ト が 数 多く 出現 する 可能 性 が あり ます 。 ロ ー テ ク で 「 十 分 に 良い 

」 ソ リュ ーション が た くさ ん あり 、 見 つけ られ る あら ゆる 材料 や デザ イン と 一緒 に 石 量 に な っ て いま す 。 
し か し 、 海 外 直 接 投資 に よる 最 先 端 技術 の 移転 は まれ で す 。 資 本 、 市 場 、 安 定 し た イン ター ネッ ト へ の ア 
クセ ス 、 お よび 地域 の 基準 の 急増 な ど 、 よ り 広 範 な イノ ベー ショ ン エ コシ ステ ム の 構造 的 な 欠陥 が 、 よ り 
広範 な 成長 と 発展 を 制限 し て いま す 。 


丸 た ろ が に する 忌 基 衝 の ある テク ン ワ ジー の 人 ハル レン だ と アプ ' ソ ケー ショ ン : 


・ エ ネル ギー 技術 の 改善 は 、 新 世代 の 技術 より も 効率 性 ( 既存 の 電源 か ら よ り 多 く を 得る ) に 向け ら 
れ て いま す が 、 風 力 お よび 地熱 エネ ルギー の 生成 と 分 配 に は いく つか の 地域 的 な 改善 が あり ます 


o 


世界 の 医薬 品 サ プラ イチ ェ ー ン の 崩壊 は 、 多 く の 発展 途上 世界 の 病院 の 診療 所 で 抗生 物質 に 取 
っ て 代わ る 、 局 所 的 に バイ オ エ ンジ ニア リン グ さ れ た 遂 強力 な ホメ オ パ シ ー 療 法 の 出現 を 加速 
させ ます 。 


3D プ リン ター を 使用 し た 広範 な マイ クロ 製造 に より 、 エ ンジ ン や 機械 の 交換 部 品 の 製造 が 可能 
に な り 、「 永 続 的 な メン テ ナ ン ス 」 に よっ て 壊れ た 罰 易 リン ク を 補う こと が で きま す 。 


新しい 都市 居住 者 が 不足 し て いる 食糧 供給 を 補い 、 彼 ら の 農業 遺産 を 維持 し よう と する に つ 


れ て 、 庭 の 割り 当て は 大 都市 で 急増 し ます 。 


技術 的 に 進ん を だ コミ ュ ニ ティ は 、 メ ッシュ ネッ トワ ー ク を 使用 し て 高速 イン ター ネッ ト ア クセ ス を 確保 し て いま す が 、 ほ と ん 
どの 地方 の 貸し い 人 々 は アク セス を 遮断 され た まま で す 。 
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生活 スマ ー ト スク ラン ブル で 


ビー ト ア ッ プ し た 6 人 乗り の 飛行 機 リ デ イ 一 人 の 乗 容 が 突然 飛び 出し た 。 彼 女 は うめ き 声 を 上 げ 、 肘 掛け 
を つか み 、 飛 行 機 が 急降下 する の を 待っ た 後 、 最 終 的 に 滑ら か な 飛行 経路 に 落ち 着き まし た 。 リ ディ は 小さ 
な 飛行 機 が 嫌い で し た 。 し か し 、 最 近 ア フリ カ を 横断 する 商用 ジェ ッ ト 機 は ほとん ど な く 、 彼 女 に は 多く の 
選択 肢 が あり ませ ん で し た 。 生 まれ な が ら の エリ トリ ア 人 で ある リ デ ィ は 、 彼 女 が 故郷 の 大 陸 の 将来 に と っ 
て 重要 で ある と 考え た 使命 を 帯び た 社会 起業 家 で あり 、 こ れ ら の 飛行 機 の 飛行 に 耐え る こと は 残念 な が ら 必 
要 な 憶 牲 で し た 。Lidi の 目標 は 、 技 術 者 の 小さ な チー ム と 協力 し て 、 ア フリ カ 全 体 に 出現 し た 優れ た アイ デア 
や イノ ベー ショ ン が より 早く 普及 する 、 ま た は 実際 に は まっ た く 普 及 す る の を 支援 する こと で し た 。 


この 中 で 、 リ ディ は 彼女 の た め に 彼女 の 仕事 を 切り 取っ て も らい まし た 。 非 常に ロー カル な 市 場 向け に 開発 され 
た ロー カル ソリ ュー ショ ン の 影響 を 加速 お よび 拡大 する こと は 容易 で は あり ませ ん で し た 。 特 に 、 ア フリ カ 全 体 
の イン ター ネッ ト ア クセ ス の パッ チ 人 性 と 、 現 在 2025 年 に 広まっ た 現象 で ある 近視 眼 的 な 視点 を 考え る と 。 彼 女 は 
、 良 いひ アイ デア を 大 陸 か ら 大 陸 へ と 拡大 する 方 法 に つい て 心配 し て いま し た 。 最 近 、 彼 女 は それ ら を 20 マ イル 延 
長 す る こと は 大 成功 だ と 考え て いま す 。 そ し て 、 創 造 的 な 冗長 性 は 衝撃 的 で し た ! ちょ うど 先週 、 マ リ で 、 リ デ 
ィ は 千 ば つ に 強い キャ ッ サ バ を 開発 し て いる 農民 と 一 緒 に 時 間 を 過ごし まし た 。 彼ら は 彼ら の 支 力 を 非常 に 誇り 
に 思っ て いま し た 、 そ し て 正当 な 理由 が あり ます 。 リ ディ に は 、 彼 ら の 仕事 は 確か に 素晴らし か っ た が 、 そ れ は 
すでに 行わ れ て いる と 彼ら に 言う 心 が あ り ま せん で し た 。 何 度 か 、 い くつ か の 異な る 場所 で 。 


彼女 の 多く の 飛行 の 間 、 リ ディ は 窓 の 外 を 眺め 、 下 の 村 や 都市 を 見 下ろ し て 何時 間 も 過 ご し まし た 。 彼女 は 、 そ れ 
ら の 場所 の イノ ベー ター に 、 彼 ら が 発明 し て いる の で は な く 、 す で に 使用 され て いる ツー ル 、 商 品 、 プ ロ セ ス 、 お 
よび 慣行 を 独自 に 再発 明 し て いる 可能 性 が ある こと を 知ら せる 簡単 な 方 法 が ある こと を 望み まし た 。 ア フリ カ に 欠 
け て いた の は 素晴らし い ア イデ ア や オ 能 で は あり ませ ん で し た 。 ど ちら も 豊富 で し た 。 欠 け て いた の は 、 そ れ ら の 
点 を つなぐ 方 法 を 見 つけ る こと で し た 。 そ し て それ が 彼女 が 再び この 厄介 な 飛行 機 に 戻っ て チュ ニ ジ ア に 向かっ た 
理由 で す 。 彼 女 と 彼女 の チー ム は 現在 、 ア フリ カカ 全体 で メッ シュ ネッ トワ ー ク を 促進 する こと に 集中 し て お り 、 イ 
ンタ ーネット アク セス が 不足 し て いる 場所 が ノー ド を 共有 し 、 接 続 し 、 さ ら に は 最高 の イノ ベー ショ ン を 共有 し て 
拡張 で きる よう に し て いま す 。 


二 ミ へ 、 
六 口 


考え 





これ まで 見 て きた よう に 、 各 シナ リオ が 展開 され た 場合 、 さ ま ざ ま な 戦略 が 必 


要 に な り 、 さ ま ざ ま な 組織 が どの よう に 機能 し 、 テ クノ ロジ ー の 変化 に 関連 す 


る か に つい て さま ざま な 影響 が あり ます 。 し か し 、 ど の 世界 が 出現 する 可能 


が ある と し て も 、 取 り 組 むべ き 分 野 と 目標 、 お よび 特定 の 目的 に 向け て 成功 を 


推進 する 方 法 に つい て は 、 実 際 に 選択 する 必要 が あり ます 。 


シナ リオ の 物語 と それ に 付随 する 慈善 活動 、 テ クノ ロジ ー、 人 
々 に つい て の 物語 を 読む こと で 、 あ な た の 想像 力 が 刺激 され 、 こ 
れ ら の 新た な テー マ と その 可能 性 に つい て 新しい 考え が 生ま れる 
こと を 願っ て いま す 。 こ れ ら の シナ リオ を 開発 し た と き 、3 つ の 
重要 な 洞穴 が 私 た ち に 際立っ て いま し た 。 


まず 、 テ クノ ロジ ー と ガバ ナン ス の 間 の リン ク は 、 テ クノ ロ 
ジー を 開発 お よび 展開 する 方 法 を より よく 理解 する 上 で 考慮 
する こと が 重要 で す 。 い くつ か の 将来 で は 、 開 発 の 分 析 の 単 
位 と し て の 国民 国家 の 優位 性 が 疑問 視 さ れ ま し た 。 こ れ は 、 
超 国 家 的 また は 準 国家 的 構造 の 両方 が 開発 目標 の 達成 に より 
頭 著 で ある こと が 証明 され た た めで す 。 他 の 未来 で は 、 国 民 
国家 の 力 は 強化 され 、 そ れ は 利益 と 不利 益 の 両方 の た め に さ 
ら に 強力 な 俳優 に な り ま し た 


ガバ ナン ス の 質 に 応じ た 開発 プロ セス 。 テ クノ ロジ ー は ガ 
バナ ンス に 影響 を 与え 、 ガ バナ ンス は 、 開 発 さ れ た テク ノ 
ロジ ー と 、 そ れ ら の テク ノロ ジー が 誰 に 利益 を な もたらす こ 
と を 意図 し 、 可 能 に する か を 決定 する 上 で 主要 な 役割 を 果 
た し ます 。 


シナ リオ で 繰り 返さ れる 2 番目 の テー マ は 、 開 発作 業 に は さま 
ざま な レベ ル の 介入 が 必要 に な る こと で す 。 い くつ か の シナ 
リオ で は 、 慈 善 団体 や 開発 中 の 他 の 関係 者 は 、 大 規模 な 機関 
と 協力 する 際 に 一 連 の 障害 に 直面 し ます が 、 非 伝統 的 な パー 
トナ ー、 さ ら に は 個人 と 協力 する た め の ま だ 展開 され て いな 
い 一 連 の 機会 に 直面 する 可能 性 が あり ます 。 こ れ ら の レベ ル 
と アク ター の 間 を 移動 で きる 組織 は 、 成 功 を 促進 する の に 最 
適 な 位置 に ある 可能 性 が あり ます 。 
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開発 -LED 

多く の 場合 、 介 入 は 何 に つい て 十分 に 注意 : 
を 払っ て いま せん 
テク ノロ ジー は 、3 年 、5 年 、 ま た は 7: 
年 の サイ クル で 機能 する た め に 必要 で す 
展開 を 成功 させ る に は 、 ど の よう な 
規模 が 必要 で すか ? どの レベ ル の : 


教育 が 必要 で す 
長期 的 に 持続 可能 で ある た め に 
メン テ ナ ン ス の ? これ ら の 要件 は どの 
よう に 進化 し ます か 
時 間 と と も に ? 


- lsha Ray、 大 学 教授 
カリ フォ ルニア 大 学 バ ー ク レー 校 情報 学部 、 
エネ ルギー・ 資源 グル ー プ 


3 番目 の テー マ は 、 戦 略 開発 の 1 つの 重要 な 要素 と し て の シナ 
リオ の 潜在 的 な 価値 を 強調 し て いま す 。 こ れ ら の 物語 は 、 ア 
イデ ア 生 成 プ ロ セ ス を 開始 し 、 参 加 者 の 未来 志向 の 考え 方 を 
構築 し 、 継 続 的 な 傾向 監視 と 地平 線 ス キャ ン 活 動 の ガイ ド を 
提供 する の に 役立ち まし た 。 彼 ら は また 提供 し ます 


世界 が 実際 に 変化 し て いる 方 法 を 示す 可能 性 の ある 初期 の 指 
標 と マイ ルス トー ン を 追跡 し て 理解 する の に 役立つ 便利 な フ 
レニ ムウ ワー ク 。 


これ ら の 4 つの シナ リオ は 互い に 大 きく 異な り ま す が 、1 つ の 
テー マ は それ ら す べ て に 共通 で す 。 新 し い イ ノ ベ ー シ ョ ン と 
テク ノロ ジー の 使用 は 、 今 後 の 国際 開発 スト ー リ ー の 積極 的 
か つ 不 可 欠 な 部 分 に な る で し ょ う 。 技術 の 性 質 の 変化 は 、 開 
発 の 特徴 と 需要 の ある 開発 援助 の 種類 を 形作る 可能 性 が あり 
ます 。 テ クノ ロジ ー が 貧し い 人 々 に よっ て 広範 囲 に 効果 的 に 
採用 され 適応 され る 将来 、 サ ービス の 提供 に 対す る 期待 は 根 
本 的 に 変わ る 可能 性 が あり ます 。 テ クノ ロジ ー が 開発 に どの 
よう に 影響 する か を より 深く 理解 する こと で 、 す べ て の 人 が 
将来 に 備え る こと が で き 、 私 た ち 全 員 が 新しい 前 向き な 方 向 
に テク ノロ ジー を 推進 で きる よう に な り ま す 。 


付録 


重要 な 不 確 実 性 


以下 は 、 こ の プロ ジェ クト の 主要 な シナ リオ 作成 ワー クシ ョ ッ プ 中 に 参加 者 に 提示 され た 15 の 重大 な 不 確 実 性 の リス ト で す 。 こ 
れ ら の 不 確 実 性 自体 は 、 調 査 と 広範 な イン タビ ュー の 初期 段階 で 生成 され た 非常 長い リス ト か ら 選 択 さ れ ま し た 。 不 確実 性 は 


、 技 術 的 、 社 会 的 お よび 環境 的 、 経 済 的 お よび 政治 的 の 3 つの カテ ゴリ ー に 分 類 さ れ ま す 。 


それ ぞ れ の 不 確 実 性 は 、2 つ の 極 エ ンド ポイ ント と と も に 提示 され 、 ど ちら も その 不 確 実 性 が 発生 する 可能 性 の ある 非常 に 異な る 方 向 を 表 


し て いま す 。 


技術 的 な 不 確 実 性 


新しい 科学 技術 『 


開発 と 
発展 途上 の 世界 『 


採用 を 遅らせ る 
新しい 技術 の 『 


社会 的 お よび 環境 的 不 確 実 性 


静 的 、 伝 統 的 『 


制限 付き 『 


まれ で 管理 し や すい 『 


貧し く 悪 化し て いる 『 


優先 順位 を 下げ る 『 


開発 に 最も 影響 を 与え る 技術 


技術 の 起源 
に 不可 欠 な イノ ベー ショ ン 
開発 


社会 的 お よび 文化 的 規範 新しい イ 


ノ ベ ー シ ョ ン 
子供 を 大 幅 に 減ら し 、『 た くさ ん の 
乳 見 死亡 率 ( ワク チン 、 


治療 、 治 療法 ) 


(の 語 た ニン ジェ i65 
発展 途上 世界 
教育 と 雇用 
女性 の た め の 機 会 
「 シ ョ ッ ク 」 の 発生 
病気 、 負 伴 、 そ し て 
自然 災害 
地元 の 質 


発展 途上 国 の 環境 ( 空気 、 水 、 衛 生 、 


構築 環境 な ど ) 


世界 的 な 気候 変動 
意識 と 行動 


既存 の テク ノロ ジー 


先進 国 と いく つか の BRICs 


新しい テク ノロ ジー の 迅速 な 採用 
を 可能 に する 


ダイ ナミ ッ ク で 、 町 新 で 非 伝統 的 な 
も の に オー プン 


拡大 する 


頻繁 か つ 非常 に 
破壊 的 


優先 
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経済 的 お よび 政治 的 不 確 実 性 


世界 経済 の パフ ォ ー マ ンス 、 \ 大 幅 に 改善 
2010-2015 
起業 家 活 動 に 関す る 規則 と 規範 


予想 より 悪い 『 


抑制 『 協力 的 
教育 と 訓練 
静 的 『 の 機会 e 増加 
発展 途上 世界 
限界 と 封じ に 込め 発展 途上 国 に お ける 紛争 W 広く 普及 し て いる 
弱い 、 障 壁 が ある 国際 経済 と W 強く 、 も っ と 

協力 『 戦略 的 関係 超 国 家 的 協力 

悪化 し や すく の 食料 安全 保障 
より 良く 、 よ り 安 


参加 者 の リス ト 


この レポ ー ト は 、 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 の イニ シア チ ブ スタ ッ フ 
、 財 団 の 助成 対象 者 、 お よび 外部 の 専門 家 の 間 の 多大 な 努力 と 
協力 の 結果 で す 。 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 と GBN は 、 シ ナリ オプ ロ 
セス 全体 を 通じ て 思慮 深 さと 専門 知識 を 提供 し て くれ た すべ て 
の 個人 に 特に 感謝 し ます 。 イ ンタ ビュ ー、 ワ ー ク ショ ッ プ 、 お 
よび シナ リオ の 継続 的 な 反復 へ の 彼ら の 熱心 な 参加 は 、 こ の 共 
創 的 な プロ セス を 、 他 の 方 法 で は 不可 能 だ っ た より 刺激 的 で 魅 
力 的 な も の に し まし た 。 


ロッ ク フ ェ ラー 財団 の スタ ッ フ 
プロ ジェ クム ソー ダー 
Claudia Juech、 マ ネー ジン グ デ ィ レ クタ ー 


エヴァ ン ・ マ イケ ルソン 、 シ ニア リサ ー チ アソ シ エ イ ト 


クア チー スス 

Karl Brown、 ア ソシエ イト ディ レク ターRobert Buckley、 マ 
ネー ジン グ デ ィ レ クタ ーLily Dorment、 リ サー チア ソシエ イ 
ト Brinda Ganguly、 ア ソシエ イト ディ レク ターVeronica Ola 
zabal、 リ サー チア ソシエ イト Gary Toenniessen、 マ ネー ジ 


ング ディ レク ター 


72 戸 の シナ ソ ブ 施 研 ワー クシ ヨッ プ に ご 参 丸 り を だ り を た 太 
盛 ス タッ フ の 項 こる 大 勘 し と が ま ず 。 


ワー ラ ・ フ ー を フフ と を 大 勘 し まず 。 


ロッ ク フ ェ ラー 財 団 の 助成 金 
GK Bhat、TARU Leading Edge、 イ ンド 


Le Bach Duong、 ベ トナ ム 社 会 開発 研究 所 


Aidan Eyakuze、 国 際 開 発 協会 、 タ ン ザ ニア 


Michael Free、PATH、 シ アト ル 、WA 
ナム リタ カプ ー ル 、 ル ー ト キャ ピタ ル 、 ボ スト ン 、 マ サチ ュー セッ 
ツ 州 ポー ルク クボ 、 ケ ニア ICT ボ ー ド 、 ケ ニア 


ジョ セ フ ・ ム レイ ティ 、 ケ ニア 農業 研究 所 、 ケ ニア 


外部 の 専門 家 


GBN の 共同 創設 者 で あり 、Long NowFoundation の 会 長 で ある Stewa 
rtBrand 


SNV ラ テン アメ リカ 、 マ ネー ジン グリ ー ジ ョ ナル ディ レク ター、Robert d 
e Jongh 


JoseGomez-Marquez、 マ サチ ュー セッ ツ エ 科大 学 、Innovations 
in International 
Health イ ニシ ア チ ブ ( IIH ) の プロ グラ ム デ ィ レ クタ ー 


ナタ リー・ イ エレ ミ ジ ェ ンコ 、 実 験 デザ イナ ー、 ニ ュー ヨー 
ク 大 学 xdesign 環 境 健康 クリ ニッ ク 所 長 


Athar Osama、 ボ スト ン 大 学 、 フ レデ リッ ク S. パ ルディ ー 長 期 
未来 研究 セン ター 客員 研究 員 


カリ フォ ルニア 大 学 バ ー ク レー 校 情報 学 部 ( エネ ルギー お よび 資源 
グル ー プ ) 教授 、lsha Ray 


Enrique Rueda-Sabater、 シ スコ 、 新 興 市 場 向け 戦略 お よび 事業 
開発 ディ レク ター 


キャ ロラ イン ・ ワ ー グ ナー、SRI イ ンタ ー ナ ショ ナル お よび リサ 
ー チ サイ エン ティ スト 、 ジ ョ ー ジ ワシ ント ン 大 学 国際 科学 技術 
政策 セン ター シニア アナ リス ト 


グロ ー バ ルビ ジネス ネッ トワ ー ク 


アン ドリ ュー・ ブ ラウ 、 共 同 代表 


Tara Capsuto、 シ ニア プラ クティ ス ア ソシエ イト Lynn Carruther 


s、 ビ ジュ アル プラ クティ ショ ナーMichael Costigan、 プ ラク ティ 


ショ ナー 


ジェ ニー ジョ ンス トン 、 シ ニア エディ ター 


モニ ター イン ステ ィ テ ュー トク ライ アン ト サ ー ビ ス 担 当 
バイ スプ レジ デン ト 、 バ パー バラ キビ ピー 


ブリ ー・ リ ン ケ ン ホ ー カ ー、 シ ニア ・ プ ラク ティ ショ ナー、 


ピー ター・ シ ュ ワ ルツ 、 会 長 
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ロッ ク フ ェ ラー 財団 レル ビブ ム 9 月 コ レレ アシ や シン 
し (リア ウル シル タム 中 だ 101 マ ー ケ ッ ト ス トリ ー ト 
ah だ コー ピコ ン ん) a 中 ニー ビラ クン ん 【 り (1 スイ ー ト 1000 


tel +1212869 8500 fax +1212764 3468 2 ソフ フル パラ 0700 ラウ ラン クミ 94005 
tel +1 415 9325400 フ ァ ッ クス +1415 932 5401 
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